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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物であって、前記抗菌性金属が、前記粒子状
無機鉱物の粒子内に組み込まれており、前記粒子状無機鉱物の粒子内の抗菌性金属の粒子
のサイズが、５０ｎｍを超え、前記粒子状無機鉱物が、沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）で
あり、そして、前記抗菌性金属が、銀、亜鉛、銅、及びそれらの組み合わせからなる群か
ら選択されることを特徴とする組成物。
【請求項２】
　前記粒子状無機鉱物の粒子内の前記抗菌性金属の粒子のサイズが、１００ｎｍを超える
、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記粒子状無機鉱物が、少なくとも１０の勾配係数を有し、前記勾配係数が、ｄ30球相
当径（粒子の３０質量％がより微細である）対ｄ70球相当径（粒子の７０質量％がより微
細である）の比に１００を乗じたものと定義される、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記粒子状無機鉱物が、少なくとも２０の勾配係数を有する、請求項３に記載の組成物
。
【請求項５】
　前記粒子状無機鉱物が、１０～９０の勾配係数を有する、請求項３に記載の組成物。
【請求項６】
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　前記粒子状無機鉱物が、前記抗菌性金属が堆積し得る細孔を含まない、請求項１～５の
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも９０％が、５μｍより小さく、及び／又は前記
粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも５０％が、２μｍより小さい、請求項１～６のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項８】
　水性スラリーである、請求項１～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記水性スラリーが、少なくとも５０質量％の固形分含量を有する、請求項８に記載の
組成物。
【請求項１０】
　前記水性スラリーが、少なくとも６０質量％の固形分含量を有する、請求項８に記載の
組成物。
【請求項１１】
　前記水性スラリーが、１２００ｍＰａ．秒以下のブルックフィールド粘度を有する、請
求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記抗菌性金属が、前記粒子状無機鉱物の０．１質量％～１０質量％の量で組成物中に
存在する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記抗菌性金属が、前記粒子状無機鉱物の０．２質量％～５質量％の量で組成物中に存
在する、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記抗菌性金属が、前記粒子状無機鉱物に化学的に結合している、請求項１～１３のい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　殺生物剤を有さない、請求項１～１４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記粒子状無機鉱物及び前記抗菌性金属を組み合わせる工程を含む、請求項１～１５の
いずれか１項に記載の組成物を作製する方法。
【請求項１７】
　前記抗菌性金属の存在下で、沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）を調製する工程を含む、請
求項１～１５のいずれか１項に記載の組成物を作製する方法。
【請求項１８】
　前記抗菌性金属が、金属塩の形態である、請求項１７に記載の組成物を作製する方法。
【請求項１９】
　１種又は複数の微生物の成長を阻害するための、又は１種又は複数の微生物の数を減少
するか、又は該微生物を排除するための、請求項１～１５のいずれか１項に記載の組成物
の使用であって、ヒトへ適用される使用を除く使用。
【請求項２０】
　ポリマー性結合剤及び請求項１～１５のいずれか１項に記載の組成物を含む、コーティ
ング組成物。
【請求項２１】
　ポリマー性結合剤を含むコーティング組成物における、及び／又は、液体から１種又は
複数の微生物を除去するための、及び／又はポリマー性添加剤としての、請求項１～１５
のいずれか１項に記載の組成物の使用。
【請求項２２】
　前記液体が、水である、請求項２１に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物に関する。詳細な実
施形態では、本発明は、炭酸カルシウム及び抗菌性金属、例えば銀を含む組成物に関する
。本発明は、１種もしくは複数の病原菌又は微生物(microbe)を排除する、又は１種もし
くは複数の病原菌の成長を阻害するためのこれらの組成物の使用にさらに関する。例えば
、本発明は、ポリマー物品、コーティング組成物、表面鉱化した基材、精製系及び動物飼
料におけるこれらの組成物の使用に関する。本発明は、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を
含む前記組成物を調製する方法にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　粒子状無機鉱物は、広範な用途に使用される。例えば、粒子状無機鉱物は、多数の材料
、例えば接着剤、シーラント、ガラス、セラミック、フィルム、ゴム、塗料、紙及びプラ
スチックにおいて、フィラー又は増量剤として使用され得る。粒子状無機鉱物は、有利な
性質、例えば色彩、不透明度、光沢、レオロジー、硬度、化学的耐性、耐熱性及び熱伝導
性を示し得る。粒子状無機鉱物は、組成物における別の成分の量を減少させるため、例え
ば、組成物の毒性及び／又はコストを低下させるためにも使用され得る。
　粒子状無機鉱物は、乾燥鉱物として、又は水性懸濁液中で保存、販売及び運搬されるこ
とが多い。粒子状無機鉱物は、意図されている用途で使用される数日又は数週間前まで保
持されることが多い。粒子状無機鉱物は、有効な性質を得ること、又は維持することを補
助する様々な添加剤と組み合わせてよい。添加剤も、粒子状無機鉱物が組み込まれている
材料及び生成物のこうした有効な性質を付与することを補助する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　粒子状無機鉱物には、一定期間にわたって増加する病原菌、例えば細菌の混入が発生す
ることがある。これは、例えば、変色又は悪臭を引き起こすことにより、粒子状無機鉱物
の性質に悪影響を与える恐れがある。粒子状無機鉱物が組み込まれている追加の材料及び
生成物にも混入を引き起こす恐れがある。したがって、粒子状無機鉱物を含む組成物中の
病原菌の数を減少させる（例えば排除する）こと、及び／又はこうした組成物中の病原菌
の成長の制限を抑制することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の第一の態様では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物が提供される。
　ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれている。した
がって、本発明のさらなる態様では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物であっ
て、抗菌性金属が粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれている、組成物が提供される。
　ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、細孔（pore）を含まない炭酸カルシウムである
。したがって、本発明のさらなる態様では、炭酸カルシウム及び抗菌性金属を含む組成物
であって、炭酸カルシウムが細孔を含まない、組成物が提供される。ある実施形態では、
炭酸カルシウムは、抗菌性金属が堆積し得る細孔を含まない。ある実施形態では、炭酸カ
ルシウムは、サンゴ砂ではなく、及び／又はサンゴ砂に由来しない。したがって、本発明
のさらなる態様では、サンゴ砂ではなく、及び／又はサンゴ砂に由来しない炭酸カルシウ
ム、及び抗菌性金属を含む組成物が提供される。
　ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）である。したが
って、本発明のさらなる態様では、ＰＣＣ及び抗菌性金属を含む組成物が提供される。
　ある実施形態では、抗菌性金属は、抗菌性金属化合物の粒子の形態として組成物中に提
供される。したがって、本発明のさらなる態様では、粒子状無機鉱物の粒子及び抗菌性金
属化合物の粒子を含む組成物が提供される。
【０００５】
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　ある実施形態では、組成物は、水性懸濁液であり、抗菌性金属は溶液中である。したが
って、本発明のさらなる態様では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む水性懸濁液であ
って、抗菌性金属が溶液中である、水性懸濁液が提供される。ある実施形態では、抗菌性
金属は、抗菌性金属イオンである。ある実施形態では、抗菌性金属の一部は、粒子状無機
鉱物の表面に吸着していてもよい。ある実施形態では、抗菌性金属の一部は、抗菌性金属
化合物を形成してもよく、これは、粒子状無機鉱物の表面に吸着していてもよい。
　ある実施形態では、抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物）は、粒子状無機鉱物の表面
に存在する（例えば吸着している）。したがって、本発明のさらなる態様では、粒子状無
機鉱物及び抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物）を含む組成物であって、抗菌性金属（
例えば抗菌性金属化合物）が粒子状無機鉱物の表面に存在する（例えば吸着している）、
組成物が提供される。組成物が水性懸濁液である場合、抗菌性金属の一部は、例えば抗菌
性金属イオンとして、例として溶液中であってよい。
【０００６】
　ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれており、粒子
状無機鉱物の粒子は、その構造内に包埋されている銀ナノ粒子を含まない。したがって、
本発明のさらなる態様では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物であって、抗菌
性金属が粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれており、粒子状無機鉱物の粒子が、その構
造内に包埋されている銀ナノ粒子を含まない、組成物が提供される。
　ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれており、粒子
状無機鉱物の粒子内の抗菌性金属の粒子のサイズは、５０ｎｍを超える。したがって、本
発明のさらなる態様では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物であって、抗菌性
金属が粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれており、粒子状無機鉱物の粒子内の抗菌性金
属の粒子のサイズが５０ｎｍを超える、組成物が提供される。
【０００７】
　本発明のさらなる態様では、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液を作製す
る方法が提供される。この方法は、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を組み合わせる工程を
含む。組成物が水性懸濁液である場合、この方法は、粒子状無機鉱物、抗菌性金属及び水
を組み合わせる工程を含む。ある実施形態では、この方法は、粒子状無機鉱物及び抗菌性
金属を組み合わせて、粒子状無機鉱物の粒子内の抗菌性金属を組み込む工程を含む。
　本発明のさらなる態様では、抗菌性金属の存在下で合成粒子状無機鉱物を調製する工程
を含む、本発明のいずれかの態様の組成物を作製する方法が提供される。ある実施形態で
は、この方法は、抗菌性金属の存在下で、沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）を調製する工程
を含む。
【０００８】
　本発明のさらなる態様では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属化合物を組み合わせる工程
を含む、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物を作製する方法が提供される。ある
実施形態では、この方法は、粒子状無機鉱物の粒子及び抗菌性金属化合物の粒子を組み合
わせる工程を含む。
　本発明のさらなる態様では、１種又は複数の病原菌を排除する、又はその数を減少させ
るための、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の使用が提供される。ある実
施形態では、組成物は、粒子状無機鉱物を含む組成物から、１種又は複数の病原菌を排除
する、又はその数を減少させるために使用され得る。
　本発明のさらなる態様では、１種又は複数の病原菌の成長を阻害するための、本発明の
いずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の使用が提供され得る。ある実施形態では、組成
物は、粒子状無機鉱物を含む組成物中の、１種又は複数の病原菌の成長を阻害するために
使用され得る。
【０００９】
　本発明のさらなる態様では、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の、コー
ティング組成物における使用であって、コーティング組成物がポリマー性結合剤を含む、
使用が提供される。ある実施形態では、組成物又は水性懸濁液は、コーティング組成物中
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の１種又は複数の病原菌を排除するため、又はその数を減少させるため、又は成長を阻害
するために使用される。
　本発明のさらなる態様では、ポリマー性結合剤、及び本発明のいずれかの態様の組成物
又は水性懸濁液を含む、コーティング組成物が提供される。
　本発明のさらなる態様では、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の、ポリ
マー添加剤としての使用が提供される。ある実施形態では、組成物又は水性懸濁液は、ポ
リマー中の１種又は複数の病原菌を排除する、又はその数を減少させる、又はその成長を
阻害するために使用される。
　本発明のさらなる態様では、ポリマー及び本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸
濁液を含むポリマー物品が提供される。
　本発明のさらなる態様では、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の精製系
における使用が提供される。さらなる態様では、液体から１種又は複数の病原菌を実質的
に除去する、例えば除去するための、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の
使用が提供される。
【００１０】
　本発明のさらなる態様では、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の、動物
飼料、例えばニワトリ飼料における使用が提供される。さらなる態様では、動物用製品に
おける１種又は複数の病原菌を排除する、又はその数を減少させる、又はその成長を阻害
するための、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の、動物飼料における使用
が提供される。
　本発明のさらなる態様では、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液を含む、
動物飼料組成物が提供される。
【００１１】
　本発明のさらなる態様では、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁液の、表面
鉱化した基材における使用が提供される。ある実施形態では、本発明のいずれかの態様の
組成物又は水性懸濁液は、基材の表面領域に包埋されており、及び／又は基材の表面に付
着している。
　本発明のさらなる態様では、表面鉱化した基材であって、その表面領域に包埋されてお
り、及び／又はその表面に付着している、本発明のいずれかの態様の組成物又は水性懸濁
液を含む基材が提供される。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、粒子状無機鉱物は、細孔を含まない。あ
る実施形態では、粒子状無機鉱物は、抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物）が堆積する
、又は堆積し得る細孔を含まない。
【００１２】
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、粒子状無機鉱物は、アルカリ土類金属炭
酸塩、タルク、雲母、ゼオライト及びそれらの組み合わせからなる群から選択される。あ
る実施形態では、粒子状無機鉱物は、アルカリ土類金属炭酸塩である。ある実施形態では
、粒子状無機鉱物は、炭酸カルシウムである。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、沈
降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）である。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、合成粒子状
無機鉱物である。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、合成炭酸カルシウム（例えばＰ
ＣＣ）、合成タルク、合成雲母又は合成ゼオライトである。ある実施形態では、粒子状無
機鉱物は、サンゴ砂ではなく、サンゴ砂に由来しないアルカリ土類金属炭酸塩である。あ
る実施形態では、粒子状無機鉱物は、方解石である。ある実施形態では、粒子状無機鉱物
は、合成方解石（例えば沈降方解石）である。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、ヴ
ァテライトではない。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、カオリンである。
【００１３】
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、粒子状無機鉱物は、少なくとも約１０の
勾配係数(steepness factor)を有する。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、少なくと
も約２０の勾配係数を有する。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、約１０～約９０の
範囲の勾配係数を有する。
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　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも約９
０％が、５μｍより小さい。ある実施形態では、粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも約５
０％が、２μｍより小さい。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、組成物は、水性スラリーである。ある実
施形態では、水性スラリーは、少なくとも約５０質量％の固形分含量を有する。ある実施
形態では、水性スラリーは、少なくとも約６０質量％の固形分含量を有する。ある実施形
態では、水性スラリーは、約１２００ｍＰａ．秒以下のブルックフィールド粘度を有する
。
【００１４】
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、抗菌性金属は、銀、コバルト、ニッケル
、銅、鉄、水銀、鉛、亜鉛、ジルコニウム、モリブデン、ビスマス、金、アルミニウム、
マグネシウム、ニオブ、ケイ素、タンタル、ハフニウム、ランタン、タングステン、カル
シウム、チタン、バナジウム、セリウム、ストロンチウム、スズ、リチウム及びそれらの
組み合わせからなる群から選択される。ある実施形態では、抗菌性金属は、銀である。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の約０．
１質量％～約１０質量％の範囲の量で組成物中に存在する。ある実施形態では、抗菌性金
属は、粒子状無機鉱物の約０．２質量％～約５質量％の範囲の量で組成物中に存在する。
【００１５】
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の粒子内
に組み込まれている。ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物に化学的に結合
して、例えば、抗菌性金属化合物を形成している。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は
、アルカリ土類金属炭酸塩であり、抗菌性金属は、抗菌性金属炭酸塩である。ある実施形
態では、粒子状無機鉱物は、タルク、雲母及びゼオライトの１つ又は複数であり、抗菌性
金属は、抗菌性金属ケイ酸塩である。ある実施形態では、抗菌性金属（例えば抗菌性金属
化合物）は、ファンデルワールス力、ロンドン分散力、双極子－双極子相互作用、水素結
合及びデバイ力の１つ又は複数により、粒子状無機鉱物に物理的に結合している。
　ある実施形態では、抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物）は、粒子状無機鉱物の粒子
全体に分散し、例えば均等に分散している。ある実施形態では、抗菌性金属（例えば抗菌
性金属化合物）は、粒子状無機鉱物の粒子の核に位置している。
　ある実施形態では、抗菌性金属化合物の粒子は、粒子状無機鉱物の粒子に、例えば、フ
ァンデルワールス力、ロンドン分散力、双極子－双極子相互作用、水素結合及びデバイ力
の１つ又は複数により、化学的又は物理的に結合している。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、組成物又は水性懸濁液は、１種又は複数
の病原菌に対する毒性効果を有する。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、組成物は、殺生物剤を実質的に有さない
、又は有さない。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、組成物は、病原菌を実質的に有さない、
又は有さない。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、抗菌性金属は、金属塩である、又はそれ
として示される。ある実施形態では、抗菌性金属は、金属ハロゲン化物もしくは金属硝酸
塩である、又はそれとして示される。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、粒子状無機鉱物は合成であり、抗菌性金
属は、合成粒子状無機鉱物の調製中に粒子状無機鉱物と組み合わせられる。
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、粒子状無機鉱物は、合成であり、抗菌性
金属化合物は、合成粒子状無機鉱物の調製中に形成される。
【００１６】
　本発明のいずれかの態様のある実施形態では、組成物又は水性懸濁液は、例えば、液体
又は気体中における１種又は複数の病原菌を排除する、又はその数を減少させる、又はそ
の成長を阻害するために、液体又は気体の精製に使用される。ある実施形態では、液体は
水である。ある実施形態では、気体は空気である。ある実施形態では、組成物又は水性懸
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濁液は、水又は空気を動物（例えばヒト）の消費に適させるために使用される。
　本発明の明記されている態様の任意の詳細な１つ又は複数に関連して示される詳細、例
及び好ましいものは、本発明のすべての態様に等しく適用される。すべての考えられる変
形に関して、本明細書に記載されている実施形態、例及び好ましいもののいずれの組合せ
も、本明細書において別段指示がない限り、又は文脈に明らかに矛盾しない限り、本発明
に包含される。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
粒子状無機鉱物の組成物
　本明細書では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物が提供される。本明細書に
記載されている実施形態、及びそれらのすべての組み合わせは、本発明のすべての態様に
等しく適用可能である。
【００１８】
　これらの組成物中の抗菌性金属が存在することで、例えば、組成物中に存在する任意の
病原菌に対する毒性効果が示され得る。例えば、抗菌性金属は、例えば、１日、又は２日
間、又は３日間、又は４日間、又は５日間、又は６日間、又は７日間、又は１４日間、又
は２１日間、又は２８日間の期間にわたり、粒子状無機鉱物を含む組成物中の病原菌の数
を減少させ得る。例えば、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物を含む組成物から病原菌を実質
的に排除し得る（例えば完全に排除する）。例えば、抗菌性金属は、１日、又は２日間、
又は３日間、又は４日間、又は５日間、又は６日間、又は７日間、又は１４日間、又は２
１日間、又は２８日間の期間にわたり、粒子状無機鉱物を含む組成物から、病原菌を実質
的に排除し得る（例えば完全に排除する）。あるいは、又はさらに、抗菌性金属は、例え
ば１日、又は２日間、又は３日間、又は４日間、又は５日間、又は６日間、又は７日間、
又は１４日間、又は２１日間、又は２８日間の期間にわたり、組成物中の１種又は複数の
病原菌の成長／増殖を抑制し得る、又は、組成物中の１種又は複数の病原菌の成長／増殖
の速度を低下させ得る（すなわち成長／増殖を阻害する）。組成物中の抗菌性金属が存在
することにより、例えば、粒子状無機鉱物組成物が組み込まれている生成物中もしくは上
に存在する任意の病原菌に対する毒性効果を有し得、あるいは、例えば、粒子状無機鉱物
組成物を含む粒子状無機鉱物組成物及び／又は生成物が適用される材料中もしくは上に存
在する任意の病原菌に対する毒性効果を有し得る。
【００１９】
　抗菌性金属の、組成物中に存在する任意の病原菌に対する毒性効果は、例えば、相対的
に低い濃度でさえ、金属イオンのウイルス及び生細胞に対して毒性効果となる、微量毒性
効果(oligondynamic toxic effect)のためであり得る。細胞タンパク質の金属イオンに対
する親和性の高さは、細胞内にイオンが蓄積する効果のため、細胞死を引き起こし得る。
例えば、銀は、スルフヒドリル基と結合して、硫化銀を形成することにより酵素が不活化
され得、及び／又は、銀イオンのスルフヒドリルへの結合傾向により、細胞膜が攪乱され
得る。
　病原菌という用語は、例えば、原核及び真核微生物、例えば、藻、カビ、胞子、細菌、
ウイルス、古細菌、原生生物、真菌、酵母を含む。こうした組成物中の抗菌性金属は、例
えば、こうしたタイプの病原菌の１つ又は複数のいずれかに対して毒性効果を有し得る。
例えば、抗菌性金属は、こうしたタイプの病原菌のすべてに対して、毒性効果を有し得る
。例えば、抗菌性金属は、すべての病原菌に対して毒性効果を有する。
【００２０】
　抗菌性金属は、例えば、１つ又は複数の細菌に対して毒性効果を有し得る。例えば、抗
菌性金属は、ブドウ球菌属（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｉ）、小球菌（Ｍｉｃｒｏｃｏｃ
ｃｉ）、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ、大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ、緑膿菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）、Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｖｅｓｉｃｕｌａｒｉｓ、Ｓｔｅｎｏｔｒｏｐｈｏｍｏｎａｓ　ｍ
ａｌｔｏｐｈｉｌｉａ、肺炎桿菌（Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ）、黄色
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ブドウ球菌（Ｓ．　ａｕｒｅｕｓ）、表皮ブドウ球菌（Ｓ．　ｅｄｉｄｅｒｍｉｓ）、Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｕｃｈｎｅｒｉ、ＰＳ　ａｅｕｇｉｎｏｓａ、霊菌（Ｓｅ
ｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ）、Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅ
ｓ、枯草菌（Ｂ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、セレウス菌（Ｂ　ｃｅｒｅｕｓ）、Ｃ　ａｌｂｉ
ｃａｎｓ、Ｃ　ｐａｒａｐｓｉｌｏｓｉｓ、Ｃ　ｂｏｒｄｉｎｉｉ、Ｓａｃｃ　ｃｅｒｅ
ｖｉｓａｅ、Ｓａｃｃ　ｒｏｕｘｉｉ、桃色酵母、ｏｄｉｕｍ　ｓｐ．、Ａｓｐｅｒｇｉ
ｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｅｓ、クロコウジカ
ビ（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｅｒ）、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｇｌａｕｇｕｓ
、Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｎｏｔａｔｕｍ、Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｈｅｒｂａｒ
ｕｍ、Ｔｒｉｃｈｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｃｉｒｉｄｅ、ａｃｔｅｒｎａｒｉａ　ａｌｔｅｒ
ｎａｔｅ、クワ暗斑病菌（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃｃａｒｉａ）、Ｖｅｒ
ｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｐｓａｌｌｉｏｔａｅ、桿菌（Ｂａｃｉｌｌｉ）、サルモネラ菌（
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）、赤痢菌（Ｓｈｉｇｅｌｌａ）、ｐｉｏｎｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ
、レンサ球菌（Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｉ）、Ｃｐｒｕｍｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｔｒｅ
ｐｏｎｅｍａ、Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ、乳酸菌
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ）、Ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅｓ、Ｃａｎｄｉｄａ、Ｍａｌａ
ｚｅｓｓｉａ、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ、好熱性細菌（Ｔｈｅｒｍｕｓ　ｓｐ．）、Ｐｒ
ｏｐｉｏｎｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．、Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ．、Ｐａｎｎ
ｉｎｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．、Ｃａｕｌｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．、Ｂｒｅｖｕｎｄｉｍｏ
ｎａｓ　ｓｐ．、Ａｓｔｉｃｃａｃａｕｌｉｓ　ｓｐ．、Ｓｐｈｉｎｇｏｍｏｎａｓ　ｓ
ｐ．、Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｓｐ．、Ｅｎｓｉｆｅｒ　ｓｐ．、Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂ
ｉｕｍ　ｓｐ．、Ｔｅｐｉｄｉｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｔｅｐｉｄｉｃｅｌｌａ　ｓｐ．、
Ａｑｕａｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．、Ｐｅｌｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ａｌｃａｌｉｇｅ
ｎｉｓ　ｓｐ．、Ａｃｈｒｏｍｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．、Ｒａｌｓｔｏｎｉａ　ｓｐ．、
Ｌｉｍｎｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．、Ｍａｓｓｉｌｉａ　ｓｐ．、Ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｐｈ
ａｇａ　ｓｐ．、Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ｓｐ．、Ｃｕｒｖｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．、Ｄ
ｅｌｆｔｉａ　ｓｐ．、Ｒｈｏｄｏｆｅｒａｘ　ｓｐ．、Ａｌｉｓｈｅｗａｎｅｌｌａ　
ｓｐ．、Ｓｔｅｎｏｔｒｏｐｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｄｏｋｄｏｎｅｌｌａ　ｓｐ．、
Ｍｅｔｈｙｌｏｓｉｎｕｓ　ｓｐ．、Ｈｙｐｈｏｍｉｃｒｏｂｉｕｍ　ｓｐ．、Ｍｅｔｈ
ｙｌｏｓｕｌｆｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｍｅｔｈｙｌｏｂａｃｔｅｒｉａ　ｓｐ．、Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ、Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ　ｍｅｎｄｏｃｉｎａ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ、Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｓｅｕｄ
ｏａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｅｎｔｏｍｏｐｈｉｌａ、Ｐｓｅ
ｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ、Ｍｅｔｈｙｌｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｅｘｔｏｒ
ｑｕｅｎｓ、Ｍｅｔｈｙｌｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒａｄｉｏｔｏｌｅｒａｎｔｓ、Ｍｅ
ｔｈｙｌｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｃｈｌｏｒｏｍｅｔｈａｎｉｃｕｍ、Ｍｅｔｈｙｌ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｏｒｇａｎｏｐｈｉｌｕ及びＨｙｐｈｏｍｉｃｒｏｂｉｕｍ　ｚ
ａｖａｒｚｉｎｉの１つ又は複数に対して毒性効果を有し得る。例えば、抗菌性金属は、
こうしたタイプの細菌すべてに対して毒性効果を有し得る。例えば、抗菌性金属は、すべ
ての細菌に対して毒性効果を有し得る。
【００２１】
　したがって、粒子状無機鉱物を含む組成物は、病原菌を実質的に有さない。この組成物
は、全体の生菌数が、ミリリットル当たり約１０００コロニー形成単位（ｃｆｕ）以下、
例えば約８００ｃｆｕ／ｍｌ以下、例えば約５００ｃｆｕ／ｍｌ以下、例えば約１００ｃ
ｆｕ／ｍｌ以下、例えば約１０ｃｆｕ／ｍｌ以下である場合、病原菌を「実質的に有さな
い」とみなされる。
　組成物の全体の生菌数は、約０ｃｆｕ／ｍｌ～約１，０００，０００ｃｆｕ／ｍｌの範
囲であり得る。例えば、組成物の全体の生菌数は、約１０ｃｆｕ／ｍｌ～約１，０００，
０００ｃｆｕ／ｍｌ、例えば約１００ｃｆｕ／ｍｌ～約５００，０００ｃｆｕ／ｍｌ、例
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えば約１００ｃｆｕ／ｍｌ～約１００，０００ｃｆｕ／ｍｌの範囲であり得る。組成物全
体の生菌数は、約０ｃｆｕ／ｍｌ～約１０，０００ｃｆｕ／ｍｌ、例えば約１０ｃｆｕ／
ｍｌ～約１０，０００ｃｆｕ／ｍｌ、例えば約０ｃｆｕ／ｍｌ～約１０００ｃｆｕ／ｍｌ
、例えば約１０ｃｆｕ／ｍｌ～約１０００ｃｆｕ／ｍｌ、例えば約１０ｃｆｕ／ｍｌ～約
１００ｃｆｕ／ｍｌの範囲であり得る。
【００２２】
　組成物の病原菌レベル、例えば全体の生菌数は、成長培地、例えばペトリフィルム又は
ディップスライド(dipslide)を使用して測定され得る。試験中の材料（例えば無機粒子材
料の水性懸濁液）は、緩衝液で希釈され、一定量の希釈液が成長培地（例えばペトリフィ
ルム）に置かれる。これを４８時間インキュベートし、その後、（例えば細菌の）コロニ
ーの数を計数する。各コロニーは、単一の病原菌（例えば細菌）又はコロニー形成単位（
ｃｆｕ）から発達している。したがって、希釈係数で乗じたコロニーの数は、スラリー１
グラム又はミリリットル当たりの元のコロニー形成単位の数に等しい。
　例えば、組成物の全体の生菌数は、以下により測定できる：
－　組成物が水性スラリーである場合、容器を激しく振とうすることで組成物を完全に混
合する；
－　試料の必要な質量又は体積を測定する。例えば、結果がｇ当たりのコロニー形成単位
（ｃｆｕ／ｇ）として記録される場合、緩衝液を含有する容器を、秤に置き、秤をゼロに
セットする。およそ１ｇのスラリーを容器中で秤量し、その質量を０．１ｇ以内で記録す
る。容器の内容物は、激しく振とうすることにより混合する。結果がｍｌ当たりのコロニ
ー形成単位（ｃｆｕ／ｍｌ）として記録される場合、１ｍｌのスラリーは、緩衝液を含有
する容器に添加され得る。容器の内容物は、激しく振とうすることにより混合する；
－　希釈した試料を、成長培地に均等に分散する。プレートは、少なくとも１分間静置し
たままにして、ゲルを固化させてよい；
－　成長培地（例えばペトリフィルムプレート）の内容物を、３０℃±２℃にて４８時間
±２時間、インキュベートする；
－　成長培地（例えばペトリフィルム）におけるコロニーの数を計数する；
－　成長培地（例えばペトリフィルム）におけるコロニーの数を希釈係数で乗じ、成長培
地に置いた試料の質量又は体積で割ることにより、試料の全体の生菌数を計算する。例え
ば：
【００２３】
【数１】

【００２４】
　組成物全体の生菌数は、調製した直後に測定できる（ゼロ時間における全体の生菌数）
。組成物全体の生菌数は、調製の１日後、調製の３日後、調製の５日後又は調製の７日後
に測定できる。組成物の全体の生菌数は、調製の１週間後まで、調製の２週間後まで、調
製の３週間後まで、調製の４週間後まで、調製の５週間後まで又は調製の６週間後まで測
定できる。
　抗菌性金属は、例えば、組成物中の病原菌の成長速度を低下させる（例えば阻害する）
ことができる。あるいは、又はさらに、抗菌性金属は、例えば、組成物から、病原菌の合
計数を低下させる（例えば排除する）ことができる。例えば、一定期間後に、本明細書に
記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、抗菌性金属を伴わない同
一の組成物の病原菌含有量未満の病原菌含有量を有し得る。例えば、一定期間後に、本明
細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、抗菌性金属を伴わ
ない同一の組成物の病原菌含有量より、少なくとも約２０％少ない病原菌含有量を有し得
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る。例えば、一定期間後に、本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を
含む組成物は、抗菌性金属を伴わない同一の組成物の病原菌含有量より、少なくとも約３
０％、又は少なくとも約４０％、又は少なくとも約５０％、又は少なくとも約６０％、又
は少なくとも約７０％、又は少なくとも約８０％、又は少なくとも約９０％少ない、病原
菌含有量を有し得る。例えば、一定期間後に、本明細書に記載されている粒子状無機鉱物
及び抗菌性金属を含む組成物は、抗菌性金属を伴わない同一の組成物の病原菌含有量より
、最大約１００％、又は最大約９８％、又は最大約９５％、又は最大約９２％未満少ない
、病原菌含有量を有し得る。
【００２５】
　期間は、例えば、調製直後、調製の１日後、調製の３日後、調製の５日後又は調製の７
日後であってよい。期間は、例えば、調製の１週間後まで、調製の２週間後まで、調製の
３週間後まで、調製の４週間後まで、調製の５週間後まで又は調製の６週間後までであっ
てよい。
　本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物が組み込まれて
いる、又は適用されている任意の生成物は、粒子状無機鉱物組成物に関連して上で特定さ
れている病原菌含有量も有する。
　抗菌性金属の毒性効果により、例えば、さらなる殺生物剤を減少させた量で、又はなし
で、粒子状無機鉱物を含む組成物を調製できる。これは、例えば、調節目的及び／又はコ
スト目的で有利である。
【００２６】
　殺生物剤は、例えば、アルデヒド放出殺生物剤、アルデヒドベース殺生物剤、フェノー
ル性殺生物剤、イソチアゾリン殺生物剤又はそれらの任意の混合物であってよい。殺生物
剤は、ホルムアルデヒド、過酸化水素、次亜塩素酸ナトリウム、アセトアルデヒド、グリ
オキサル、スクシンアルデヒド、グルタルアルデヒド、２－プロペナール、フタル酸ジア
ルデヒド及びそれらの混合物の１つ又は複数から選択され得、また、ある実施形態では、
ホルムアルデヒド、グルタルアルデヒド、ベンジルアルコールモノ（ポリ）－ヘミホルマ
ール、エチレングリコールヘミホルマール（ＥＧＨＦ）、［１，２－エタンジイルビス（
オキシ）］－ビス－メタノール、テトラヒドロ－１，３，４，６－テトラキス（ヒドロキ
シルメチル）イミダゾ［４，５－ｄ］イミダゾール－２，５（１Ｈ，３Ｈ）－ジオン（一
般的に、テトラメチロールアセチレン二尿素、ＴＭＡＤとも呼ばれる）、オルトフェニル
フェノール（ＯＰＰ）、２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オン（ＭＩＴ）、５－ク
ロロ－２－メチル－２Ｈ－イソチアゾリン－３－オン（ＣＩＴ）、１，２－ベンゾイソチ
アゾリン－３－オン（ＢＩＴ）、又はそれらの混合物である。殺生物剤は、２－メチル－
４－イソチアゾリン－３－オン（ＭＩＴ）及び１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン
（ＢＩＴ）の組合せであってよい。殺生物剤は、例えば、アミノアルコール、例えばエタ
ノールアミン及びジメチルエタノールアミンであってよい、又は、それを含む。殺生物剤
は、例えば、アルカノールアミン、例えば２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（
ＡＭＰ）であってよい、又はそれを含む。
【００２７】
　組成物中に存在する殺生物剤の量は、例えば、０ｐｐｍ～約２０００ｐｐｍ、例えば約
５ｐｐｍ～約２０００ｐｐｍ、例えば約１０ｐｐｍ～約２０００ｐｐｍ、例えば約５０ｐ
ｐｍ～約２０００ｐｐｍ、例えば約５０ｐｐｍ～約１５００ｐｐｍ、例えば約５０ｐｐｍ
～約１０００ｐｐｍの範囲であってよい。１つ又は複数の殺生物剤は、約５０ｐｐｍ～約
８００ｐｐｍ、又は約５０ｐｐｍ～約６５０ｐｐｍ、又は約５０ｐｐｍ～約５００ｐｐｍ
又は約５０ｐｐｍ～約４００ｐｐｍの範囲の量で組成物中に存在してよい。組成物は、例
えば、約１０００ｐｐｍ以下の殺生物剤、例えば約８００ｐｐｍ以下、又は約６００ｐｐ
ｍ以下、又は約５００ｐｐｍ以下、又は約４００ｐｐｍ以下、又は約３００ｐｐｍ以下、
又は約２００ｐｐｍ以下、又は約１００ｐｐｍ以下、又は約５０ｐｐｍ以下、又は約１０
ｐｐｍ以下の殺生物剤を含む場合、殺生物剤を「実質的に有さない」とみなすことができ
る。組成物は、例えば、殺生物剤を有さない。
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【００２８】
　組成物は、例えば、水性懸濁液であってよい。水性懸濁液の固形分含量は、例えば、組
成物の約５０質量％以上であってよい。例えば、組成物の固形分含量は、組成物の約５５
質量％又は６０質量％以上であってよい。例えば、組成物の固形分含量は、組成物の約６
０質量％～約８５質量％、例えば約６６質量％～約８２質量％、例えば約７０質量％～約
８０質量％の範囲であり得る。例えば、組成物の固形分含量は、組成物の約７３質量％～
約７９質量％であってよく、例えば組成物の固形分含量は、組成物の約７６質量％であっ
てよい。水性懸濁液の固形分含量は、水性懸濁液が乾燥した後で、含有する湿度がゼロの
ままである材料の質量百分率である。あるいは、組成物は、約５質量％未満の水、又は約
４質量％未満の水、又は約３質量％未満の水、又は約２質量％未満の水、又は約１質量％
未満の水を含む、乾燥鉱物組成物であってよい。
【００２９】
　組成物は、例えば、約１２００ｍＰａ．秒以下の粘度を有し得る。例えば、組成物は、
約１１００ｍＰａ．秒以下、例えば約１０００ｍＰａ．秒以下、例えば約９００ｍＰａ．
秒以下、例えば約８００ｍＰａ．秒以下、例えば約７００ｍＰａ．秒以下、例えば約６０
０ｍＰａ．秒以下、例えば約５００ｍＰａ．秒以下の粘度を有し得る。例えば、組成物は
、約１００ｍＰａ．秒～約１２００ｍＰａ．秒、例えば約１００ｍＰａ．秒～約１０００
ｍＰａ．秒、例えば約１００ｍＰａ．秒～約８００ｍＰａ．秒、例えば約１００～約６０
０ｍＰａ．秒、例えば約１００～約５００ｍＰａ．秒、例えば約１００～約４００ｍＰａ
．秒の範囲の粘度を有し得る。
【００３０】
　特に指定のない限り、粘度は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｒ．Ｖ．粘度計、又はスピンド
ルを含む他の類似した機器を使用して測定される。およそ２００ｍｌの試料を容器中で測
定する。試料の温度は、２２℃に調整する。清浄な乾燥したスピンドルを、容器内の中心
位置で、試料中に浸す。速度を１０ｒｐｍにセットし、粘度計のスイッチを入れる。次い
で、速度を１００ｒｐｍに増加させ、スピンドルを６０秒±２秒間回転させる。次いで、
粘度計の測定値を書き留める。
【００３１】
無機粒子材料
　水性懸濁液として得ることが可能な任意の粒子状無機鉱物は、本発明の実施形態におい
て使用され得る。適切な粒子状無機鉱物は、アルカリ土類金属炭酸塩（例えばドロマイト
、すなわちＣａＭｇ（ＣＯ3）2）、金属硫酸塩（例えば石膏）、金属ケイ酸塩（例えばケ
イ酸カルシウム、例として珪藻土（ＤＥ）に由来するケイ酸カルシウム、ケイ酸カルシウ
ム水和物、バーミキュライト）、金属酸化物（例えば酸化亜鉛、酸化鉄、クロミア、三酸
化アンチモン又はシリカ）、珪藻土（ＤＥ）（例えば少なくとも約９０％ＳｉＯ2を含む
）、パーライト、金属水酸化物（例えば水酸化マグネシウム）、珪灰石（例えば高アスペ
クト比の珪灰石）、ボーキサイト、タルク（例えばフレンチチョーク）、雲母、酸化亜鉛
（例えば亜鉛白又は亜鉛華）、チタニア、二酸化チタン（例えば、鋭錐石又は金紅石）、
硫化亜鉛、炭酸カルシウム（例えば沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）、例えば石灰、大理石
及び／もしくはチョークから得られる重質炭酸カルシウム（ＧＣＣ）、又は表面改質炭酸
カルシウム）、硫酸バリウム（例えば重晶石、沈降硫酸バリウム(blanc fixe)又はプロセ
スホワイト）、硫酸カルシウム、アルミナ水和物(alumina hydrate)（例えば、アルミナ
三水和物、軽質アルミナ水和物、レーキホワイト又はアルミナホワイト(transparent whi
te)）、クレイ（例えばカオリン（例えばエアフロートカオリンクレイ、水洗浄カオリン
クレイ、デラミネーテッドカオリンクレイ（ｄｅｌａｍｉｎａｔｅｄ　ｋａｏｌｉｎ　ｃ
ｌａｙ））、か焼カオリン、チャイナクレイ、ベントナイト又はイライトクレイ（例えば
ガムベライト（ｇｕｍｂｅｌｉｔｅ）、加水雲母、加水白雲母、白雲母、絹雲母））、ゼ
オライト（例えば天然の及び合成ゼオライト）、活性炭、カーボンブラック、非晶質シリ
カ、緑泥石、長石、グラファイト、ハント石(huntite)、ハイドロマグネサイト、ハイド
ロタルサイト(hydrotacite)、マグネシア、菱苦土石（炭酸マグネシウム）、磁鉄鉱、霞
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石閃長岩、橄欖石、スードベーマイト（psuedoboehmite）、プロフィライト(prophylite)
、ターキッシュパウダー（Ｔｕｒｋｉｓｈ　ｐｏｗｄｅｒ）、石粉、軽石、サンゴ砂、シ
リカ（例えば粉砕シリカ、ノボキュライトシリカ（ｎｏｖｏｃｕｌｉｔｅ　ｓｉｌｉｃａ
）、沈降シリカ、ヒュームドシリカ、非晶質ヒュームドシリカ）、アルミノケイ酸塩、鉱
物粉末（例えばフライアッシュ、樹皮灰、ボトムアッシュ、ペットコークアッシュ（ｐｅ
ｔ　ｃｏｋｅ　ａｓｈ）、シリカヒューム、凝縮シリカヒューム、籾殻灰、スラグ、火山
灰、凝灰岩、天然ポゾラン）ならびにそれらの組合せの１つ又は複数から選択され得る。
粒子状無機鉱物は、列挙されている材料のいずれか１つ又は複数から選択され得る。粒子
状無機鉱物は、列挙されている材料の任意の組合せの混和物も含み得る。粒子状無機鉱物
は、例えば、アルカリ土類金属炭酸塩、カオリン、タルク、雲母、ゼオライト及びそれら
の組み合わせから選択され得る。例えば、粒子状無機鉱物は、炭酸カルシウムであってよ
い。例えば、粒子状無機鉱物は、沈降炭酸カルシウムであってよい。例えば、粒子状無機
鉱物は、カオリンであってよい。以下では、本発明の実施形態は、炭酸カルシウム又はカ
オリンについて論じられる傾向を示すことがある。しかし、本発明は、そのような実施形
態に限定されると解釈されるべきではない。
　粒子状無機鉱物は、例えば、合成であってよい。粒子状無機鉱物は、例えば、沈降炭酸
カルシウム（ＰＣＣ）、合成タルク、合成雲母、合成ゼオライト又はそれらの組み合わせ
であってよい。
　粒子状無機鉱物は、例えば、多孔性でなくてよい。例えば、粒子状無機鉱物は、抗菌性
金属が堆積する、又は、堆積し得る細孔を含まなくてよい。
【００３２】
　例えば、粒子状無機鉱物は、約０．１～約５０ｍ2／ｇの範囲の表面積を有し得る。例
えば、粒子状無機鉱物は、約０．５～約５０ｍ2／ｇ又は約１～約５０ｍ2／ｇの範囲の表
面積を有し得る。例えば、粒子状無機鉱物は、約２～約４５ｍ2／ｇ、例えば約５～約４
０ｍ2／ｇの範囲の表面積を有し得る。Ｍｉｃｒｏｍｅｒｉｔｉｃｓにより製造されたＴ
ＲＩＳＴＡＲを使用して、Ｂｒｕｎａｕｅｒ　Ｅｍｍｅｔｔ　ａｎｄ　Ｔｅｌｌｅｒ（Ｂ
．Ｅ．Ｔ．）法により、粉末又は造粒物の比表面積を判定する。比表面積は、試験試料に
単分子層として吸着している窒素気体の量を測定することにより判定される。吸着は、吸
着物質のほぼ沸点の温度にて実行する。これは、液体窒素を含有するデュワー瓶中の試験
試料を浸すことにより達成される。こうした特定の条件下で、気体の分子により覆われて
いる面積が正確にわかる。したがって、試験材料の面積は、吸着している分子の数を測定
することにより判定される。
　粒子状無機鉱物は、例えば、サンゴ砂ではなく、又はサンゴ砂に由来しない。
【００３３】
　本発明の実施形態に使用される粒子状無機鉱物が、天然に発生する供給源から得られる
場合、一部の鉱物不純物が、粉砕された材料を不可避的に汚染することになる恐れがある
。例えば、天然に発生する炭酸カルシウムは、他の鉱物を伴って発生する。しかし、一般
に、本発明の実施形態に使用される粒子状無機鉱物は、５質量％未満、好ましくは１質量
％未満の他の鉱物不純物を含有する。
【００３４】
　炭酸カルシウムは、本発明の実施形態に関連する使用に特に適している。炭酸カルシウ
ムの例は、重質炭酸カルシウム（ＧＣＣ）、沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）、ドロマイト
及び表面改質炭酸カルシウムを含む。炭酸カルシウムは、例えば、方解石であってよい。
炭酸カルシウムは、例えば、合成方解石又は沈降方解石であってよい。炭酸カルシウムは
、例えば、ヴァテライトでなくてよい。
　本発明の実施形態に使用される粒子炭酸カルシウムは、粉砕して天然供給源から得るこ
とができ、又は、沈殿させて合成的に調製することができ（ＰＣＣ）、又は２つの、すな
わち天然由来の粉砕した材料及び合成沈降材料の混合物を組み合わせることができる。Ｐ
ＣＣも粉砕してよい。
【００３５】
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　重質炭酸カルシウム（ＧＣＣ）は、典型的には、鉱物供給源、例えばチョーク、大理石
又は石灰を粉砕することにより得られ、これに、望ましい程度の粉末度を有する生成物を
得るために、粒径分類工程が続くことがある。粒子状固体材料は、自原的に(autogenousl
y)、すなわち、固体材料の粒子そのものの間の摩耗により、あるいは、粉砕される炭酸カ
ルシウムからの異なる材料の粒子を含む粒子粉砕媒体の存在下で、粉砕されていてよい。
　炭酸カルシウムの湿式粉砕は、炭酸カルシウムの水性懸濁液の形成を伴い、これは、次
いで、適切な分散剤の存在下で粉砕してもよい。炭酸カルシウムの湿式粉砕に関するさら
なる情報のために、例えばＥＰ－Ａ－６１４９４８（その内容は、参照により全体が組み
込まれる）を参照できる。
【００３６】
　ＰＣＣは、本発明の実施形態における粒子状炭酸カルシウムの供給源として使用され得
、当業界で利用可能な公知の方法のいずれかにより生成できる。TAPPI Monograph Series
 No 30, "Paper Coating Pigments", pages 34-35は、その内容が参照により本明細書に
組み込まれ、製紙産業で使用するための生成物の調製における使用に適しているが、本発
明の実施形態にも関連して使用できる、沈降炭酸カルシウムを調製するための３つの主な
商用プロセスについて記載している。全３つのプロセスでは、石灰を最初にか焼して、生
石灰を生成し、次いで、生石灰を水中で消和して(slated)、水酸化カルシウム又は乳状石
灰を得る。最初のプロセスでは、乳状石灰は、二酸化炭素気体で直接炭酸化される。この
プロセスは、副生成物が形成されない利点を有し、炭酸カルシウム生成物の性質及び純度
を比較的調整しやすい。第２のプロセスでは、乳状石灰を、ソーダ灰と接触させて、複分
解により、炭酸カルシウムの沈殿物及び水酸化ナトリウムの溶液を生成する。水酸化ナト
リウムは、このプロセスが商業的に魅力的となる場合は、炭酸カルシウムから実質的に完
全に分離されるべきである。第３の主な商用のプロセスは、乳状石灰は、最初に、塩化ア
ンモニウムと接触させて、塩化カルシウム溶液及びアンモニア気体を得る。次いで、塩化
カルシウム溶液を、ソーダ灰と接触させて、複分解により、沈降炭酸カルシウム及び塩化
ナトリウムの溶液を生成する。
　あるいは、ＰＣＣは、石膏（硫酸カルシウム）と炭酸アンモニウム又は炭酸水素アンモ
ニウムを反応させることにより作製される。
　あるいは、ＰＣＣは、塩化カルシウムと炭酸ナトリウム又は炭酸アンモニウムを反応さ
せることにより作製される。
【００３７】
　ＰＣＣを作製するためのプロセスにより、きわめて純粋な炭酸カルシウ結晶及び水が生
じる。結晶は、使用される特定の反応プロセスに応じて、多彩な異なる形状及びサイズで
生成してよい。ＰＣＣ結晶の３つの主な形態は、アラレ石型(aragonite)、菱面体型及び
偏三角面体型（ｓｃａｌｅｎｏｈｅｄｒａ）であり、その混合物を含むすべてが、本発明
の実施形態における使用に適している。炭酸カルシウム、例えばＧＣＣ又はＰＣＣは、表
面改質してもよい。炭酸カルシウムは、コーティングされていてよい。コーティングは、
シラン又はその任意の塩、例えば有機シランからなってよく、それから本質的になってよ
く、又はそれを含んでよい。炭酸カルシウムは、脂肪酸又はその塩でコーティングされて
いてよい。例えば、炭酸カルシウムは、ステアリン酸塩でコーティングされていてよい。
コーティングのレベルは、コーティングされている粒子状鉱物添加剤の合計質量に対して
約０．１～約１０質量％、例えば約０．１～約３質量％、例えば約０．５又は０．６又は
０．７又は０．８～約２．０質量％、例えば約１．５質量％であってよい。本明細書で使
用される「コーティング」という用語は、広範に理解されるべきであり、例えば、均一な
コーティング、又は粒子全体の表面積をカバーするコーティングに限定されない。表面の
個別の領域がコーティングで改質されている粒子は、本発明のある実施形態の用語の範疇
でコーティングされていると理解される。
【００３８】
　粒子状無機鉱物は、粒子の少なくとも約９０％が、５μｍより小さくなるような粒径分
布を有し得る。例えば、粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも約９１％、又は少なくとも約
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９２％、又は少なくとも約９３％、又は少なくとも約９４％、又は少なくとも約９５％、
又は少なくとも約９６％、又は少なくとも約９７％、又は少なくとも約９８％、又は少な
くとも約９９％が、５μｍより小さくてよい。例えば、粒子状無機鉱物の粒子の約９０％
～約９９％、又は約９２％～約９８％が、５μｍより小さくてよい。
【００３９】
　粒子状無機鉱物は、粒子の少なくとも約５０％が、２μｍより小さくなるような粒径分
布を有し得る。例えば、粒子の少なくとも約５５％、少なくとも約６０％、又は少なくと
も約６５％が、２μｍより小さくてよい。粒子状無機鉱物は、例えば、粒子の少なくとも
約７０％が、２μｍより小さくなるような粒径分布を有し得る。例えば、粒子状無機鉱物
の粒子の少なくとも約７２％、又は少なくとも約７５％、又は少なくとも約７８％、又は
少なくとも約８０％、又は少なくとも約８２％、又は少なくとも約８５％、又は少なくと
も約８８％、又は少なくとも約９０％、又は少なくとも約９５％が、２μｍより小さくて
よい。例えば、粒子状無機鉱物の粒子の約５０％～約９５％、又は約６０％～約９５％、
又は約７０％～約９５％が、２μｍより小さくてよい。
　粒子状無機鉱物は、例えば、約０．２μｍ～約３μｍの範囲のｄ50を有し得る。例えば
、粒子状無機鉱物は、約０．２μｍ～約２．５μｍ、又は約０．２μｍ～約２μｍ、又は
約０．２μｍ～約１．５μｍの範囲のｄ50を有し得る。例えば、粒子状無機鉱物は、約０
．５μｍ～約３μｍ、又は約０．５μｍ～約２．５μｍ、又は約０．５μｍ～約２μｍ、
又は約０．５μｍ～約１．５μｍの範囲のｄ50を有し得る。
【００４０】
　粒子状無機鉱物は、少なくとも約１０の勾配係数を有し得る。例えば、粒子状無機鉱物
は、少なくとも約２０、又は少なくとも約２５、又は少なくとも約３０、又は少なくとも
約３５の勾配係数を有し得る。粒子状無機鉱物は、例えば約１０～約９０の範囲の勾配係
数を有し得る。例えば、粒子状無機鉱物は、約１０～約８０、又は約１０～約７０、又は
約１０～約６０、又は約１０～約５０の範囲の勾配係数を有し得る。例えば、粒子状無機
鉱物は、約２０～約９０、又は約２０～約８０、又は約２０～約７０、又は約２０～約６
０、又は約２０～約５０、又は約２０～約４０の範囲の勾配係数を有し得る。
　勾配係数は、ｄ30球相当径（粒子の３０質量％がより微細である）対ｄ70球相当径（粒
子の７０質量％がより微細である）の比に１００を乗じたものと定義される。
【００４１】
　特に指定のない限り、粒子状無機鉱物についての本明細書で言及されている粒径特性は
、Ｍｉｃｒｏｍｅｒｉｔｉｃｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｎ
ｏｒｃｒｏｓｓ、Ｇｅｏｒｇｉａ、ＵＳＡ（電話：＋１７７０６６２３６２０；ウェブサ
イト：ｗｗｗ．ｍｉｃｒｏｍｅｒｉｔｉｃｓ．ｃｏｍ）により供給されたＳｅｄｉｇｒａ
ｐｈ　５１００という、本明細書では「Ｍｉｃｒｏｍｅｒｉｔｉｃｓ　Ｓｅｄｉｇｒａｐ
ｈ　５１００　ユニット」と呼ばれる機械を使用して、粒子フィラー又は材料を、水性媒
体に十分に分散した状態で沈渣させることにより、周知の手段で測定される通りである。
そのような機械は、当技術分野で「球相当径」（ｅ．ｓ．ｄ）と呼ばれる所定のｅ．ｓ．
ｄ値未満のサイズを有する粒子の累積質量百分率の測定値及びプロットを示す。平均粒径
ｄ50は、ｄ50値未満の球相当径を有する粒子が５０質量％存在する場合における、このよ
うにして判定される粒子のｅ．ｓ．ｄの値である。ｄ98、ｄ90及びｄ10は、ｄ98、ｄ90又
はｄ10値未満の球相当径を有する粒子が、それぞれ９８質量％、９０質量％及び１０質量
％存在する場合における、このようにして判定される粒子のｅ．ｓ．ｄの値である。
【００４２】
抗菌性金属
　抗菌性金属は、１種又は複数の病原菌に対する毒性効果を有する任意の金属であってよ
い。毒性効果は、例えば、抗菌性金属が組成物中の病原菌の排除又は減少を引き起こすこ
とを意味し得る、又は、抗菌性金属が、１種又は複数の病原菌成長／増殖速度を抑制する
、もしくは低下させることを意味し得る。これは、上に記載した生成物の全体の生菌数を
測定することにより判定できる。抗菌性金属は、例えば、銀、コバルト、ニッケル、銅、
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鉄、水銀、鉛、亜鉛、ジルコニウム、モリブデン、ビスマス、金、アルミニウム、マグネ
シウム、ニオブ、ケイ素、タンタル、ハフニウム、ランタン、タングステン、カルシウム
、チタン、バナジウム、セリウム、ストロンチウム、スズ、リチウム及びそれらの組み合
わせからなる群から選択され得る。抗菌性金属は、例えば、銀であってよい。以下で、本
発明は、銀の観点から論じられていることがある。しかし、本発明は、それ自体に限定さ
れると解釈されるべきではない。
【００４３】
　抗菌性金属は、例えば、元素金属、金属イオン、金属を含む化合物（例えば金属塩もし
くは金属酸化物）又はそれらの組み合わせであってよい。抗菌性金属化合物の例は、ハロ
ゲン化物（例えばハロゲン化銀、例えば塩化銀）、酸化物（例えば酸化銀）、ケイ酸塩（
例えばケイ酸銀（例えば、シルバーメタシリケート（ｓｉｌｖｅｒ　ｍｅｔａｓｉｌｉｃ
ａｔｅ）（Ａｇ2ＳｉＯ3）及びオルトケイ酸銀（ｓｉｌｖｅｒ　ｏｒｔｈｏｓｉｌｉｃａ
ｔｅ）（Ａｇ4ＳｉＯ4））、塩（例えば銀塩、例えばハロゲン化銀、硝酸銀、硫酸銀、カ
ルボン酸銀（例えば、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、クエン酸銀、乳酸銀及びサリチル酸
銀））、過酸化水素／抗菌性金属（例えば過酸化水素／銀、例えばＡｃｃｅｐｔａ（商標
）Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓから入手できるＡｃ
ｃｅｐｔａ　８１０２）、酸化銅、銅塩（例えば、硫化銅、硝酸銅、炭酸銅、硫酸銅、ハ
ロゲン化銅及びカルボン酸銅）、酸化亜鉛及び亜鉛塩（例えば、硫化亜鉛、ケイ酸亜鉛、
酢酸亜鉛、塩化亜鉛、硝酸亜鉛、硫酸亜鉛、ジンクグルコネート（ｚｉｎｃ　ｇｕｌｃｏ
ｎａｔｅ）、乳酸亜鉛、シュウ酸亜鉛、ヨウ素酸亜鉛及びヨウ化亜鉛）を含むが、それら
に限定されない。ある実施形態では、抗菌性金属は、銀、銅、マグネシウム、アルミニウ
ム、ニオブ、ケイ素、タンタル、ジルコニウム、コバルト、ハフニウム、ランタン、タン
グステン、カルシウム、チタン、バナジウム、セリウム、ストロンチウム、スズ及び亜鉛
の１つ又は複数である。
【００４４】
　ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物を作製するためのプロセスの副生成
物として作製され得る、又は、抗菌性金属と粒子状無機鉱物を反応させることにより作製
され得る抗菌性金属化合物である。ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の
アニオンと同一のアニオンを有する抗菌性金属化合物である。例えば、粒子状無機鉱物が
、アルカリ土類金属炭酸塩である場合、抗菌性金属は、抗菌性金属炭酸塩であってよい。
例えば、粒子状無機鉱物は、タルク、雲母又はゼオライトである場合、抗菌性金属は、抗
菌性金属ケイ酸塩であってよい。
【００４５】
　抗菌性金属は、例えば、粒子状無機鉱物の約０．０１質量％～約１０質量％、又は粒子
状無機鉱物の約０．１質量％～約１０質量％の範囲の量で組成物中に存在し得る。例えば
、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の約０．０１質量％～約９質量％、又は約０．１質量％
～約９質量％、又は約０．１質量％～約８質量％、又は約０．１質量％～約７質量％、又
は約０．１質量％～約６質量％、又は約０．１質量％～約５質量％、又は約０．１質量％
～約４質量％、又は約０．１質量％～約３質量％、又は約０．１質量％～約２質量％、又
は約０．１質量％～約１％の範囲の量で組成物中に存在し得る。例えば、抗菌性金属は、
粒子状無機鉱物の約０．２質量％～約１０質量％、又は約０．２質量％～約９質量％、又
は約０．２質量％～約８質量％、又は約０．２質量％～約７質量％、又は約０．２質量％
～約６質量％、又は約０．２質量％～約５質量％、又は約０．２質量％～約４質量％、又
は約０．２質量％～約３質量％、又は約０．２質量％～約２質量％、又は約０．２質量％
～約１質量％の範囲の量で組成物中に存在し得る。例えば、抗菌性金属は、粒子状無機鉱
物の約０．５質量％～約１０質量％、又は約０．５質量％～約９質量％、又は約０．５質
量％～約８質量％、又は約０．５質量％～約７質量％、又は約０．５質量％～約６質量％
、又は約０．５質量％～約５質量％、又は約０．５質量％～約４質量％、又は約０．５質
量％～約３質量％、又は約０．５質量％～約２質量％、又は約０．５質量％～約１質量％
の範囲の量で組成物中に存在し得る。抗菌性金属は、例えば、病原菌に毒性であるが、動
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物、例えばヒトには毒性ではない量で用意され得る。これは、例えば、使用できる殺生物
剤のタイプ及び量の観点から、使用される組成物、詳細には製品、例えば食品包装生製品
が厳密に規制され得る場合に有利なことがある。組成物中の抗菌性金属の量は、例えば、
誘導結合プラズマ（ＩＣＰ）分光法により判定できる。
　抗菌性金属は、例えば、粒子状無機鉱物の粒子の構造内に包埋されていなくてよい。抗
菌性金属は、例えば、粒子状無機鉱物の粒子の構造内に包埋されている銀ナノ粒子でなく
てよい。抗菌性金属は、例えば、銀（例えば銀元素又は銀塩）コロイドでなくてよい。
【００４６】
　抗菌性金属は、例えば、約５０ｎｍ超のサイズを有する粒子として存在してよい。例え
ば、抗菌性金属は、約１００ｎｍ以上、又は約２００ｎｍ以上、又は約３００ｎｍ以上、
又は約４００ｎｍ以上、又は約５００ｎｍ以上、又は約６００ｎｍ以上、又は約７００ｎ
ｍ以上、又は約８００ｎｍ以上、又は約９００ｎｍ以上、又は以上約１μｍのサイズを有
する粒子であってよい。例えば、抗菌性金属は、最大約１００μｍ、又は最大約５０μｍ
、又は最大約１０μｍのサイズを有する粒子であってよい。
　抗菌性金属は、例えば、粒子状無機鉱物（例えば無機鉱物粒子の内部で、又は表面で）
と結び付くことがある。例えば、抗菌性金属は、組成物の液体媒体（例えば水性媒体）を
伴う溶液中でなくてよく、又は懸濁液中でなくてよい。
【００４７】
　ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の表面に存在し得る。ある実施形態
では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の表面に吸着していてもよく、又は粒子状無機鉱物
の表面に包埋されていてもよい。ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の表
面に化学的に結合していてもよい（例えば、粒子状無機鉱物が、アルカリ土類金属炭酸塩
である場合、抗菌性金属は、表面に化学的に結合して抗菌性金属炭酸塩を形成していても
よく、又は粒子状無機鉱物が、タルク、雲母及び／又はゼオライトである場合、抗菌性金
属は、表面に化学的に結合して抗菌性金属ケイ酸塩を形成していてもよい）。
【００４８】
　ある実施形態では、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれている。これ
は、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の粒子の表面にあるだけでなく、抗菌性金属の少なく
とも一部（例えばすべて）が粒子の周辺に曝露していない（すなわちそれと接触してない
）ことを意味する。しかし、これは、抗菌性金属の一部が、粒子状無機鉱物の粒子の表面
（例えば、コーティングの一部として、又は粒子状無機鉱物の粒子の表面（すなわち粒子
状無機鉱物の粒子の部分的に内部であり部分的に外側に包埋されている））にも存在する
こと、又は、溶液もしくは懸濁液中に存在することを除外しない。抗菌性金属は、例えば
、粒子状無機鉱物の粒子内の粒子状無機鉱物に物理的及び／又は化学的に結合していても
よい。
【００４９】
　抗菌性金属は、粒子状無機鉱物に化学的に結合していてもよい。例えば、抗菌性金属は
、共有、金属及びイオン（例えばカチオン）結合の１つ又は複数により、粒子状無機鉱物
に化学的に結合していてもよい。例えば、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物に化学的に結合
して抗菌性金属化合物を形成していてもよい。抗菌性金属化合物は、例えば、粒子状無機
鉱物と同一のアニオンを有し得る。例えば、粒子状無機鉱物は、アルカリ土類金属炭酸塩
であってよく、抗菌性金属は、アルカリ土類金属炭酸塩に結合して抗菌性炭酸塩を形成し
ていてもよい。例えば、粒子状無機鉱物は、炭酸カルシウムであってよく、抗菌性金属は
、炭酸カルシウムに結合して、抗菌性金属炭酸塩を形成していてもよい。例えば、粒子状
無機鉱物は、珪藻土、タルク、雲母又はゼオライトの１つ又は複数であってよく、抗菌性
金属は、珪藻土、タルク、雲母及び／又はゼオライトに結合して抗菌性金属ケイ酸塩を形
成していてもよい。抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物、例えば抗菌性金属炭酸塩又は
ケイ酸塩）は、例えば、粒子状無機鉱物の結晶構造／マトリックスの一部であってよい。
【００５０】
　抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物）は、粒子状無機鉱物に物理的に結合していても
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よい。例えば、抗菌性金属は、ファンデルワールス力、ロンドン分散力、双極子－双極子
相互作用、水素結合及びデバイ力（誘起双極子力）の１つ又は複数により、粒子状無機鉱
物に物理的に結合していてもよい。例えば、抗菌性金属（例えば抗菌性メタル（ｍｅｔａ
）化合物）の粒子又は別個の領域は、粒子状無機鉱物の粒子又は別個の領域に物理的に結
び付いて、凝集物を形成していてもよく、これは、例えば、粒子状無機鉱物の粒子につい
て本明細書に記載されているものと、同一の粒径分布の特徴を有し得る。
【００５１】
　抗菌性金属が、粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれている場合、抗菌性金属は、粒子
状無機鉱物の粒子全体に分散していてもよく、例えば、粒子状無機鉱物の粒子全体に均等
に分散して、例として規則的なパターンの抗菌性金属を形成していてもよい。抗菌性金属
と粒子状無機鉱物の間の化学結合により形成され得る、又は粒子状無機鉱物を作製するた
めのプロセスの副生成物として形成され得る抗菌性金属化合物（例えば抗菌性金属化合物
の領域又は粒子）は、粒子状無機鉱物の粒子全体に均等に分散していてもよい。
　あるいは、抗菌性金属化合物は、粒子状無機鉱物の粒子中に不均等に分散していてもよ
い。例えば、抗菌性金属、例えば抗菌性金属化合物は、粒子状無機鉱物の粒子の核に位置
していてもよい。例えば、粒子状無機鉱物は、抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物）の
表面に形成されていてもよい（例えば沈降していてもよい）。例えば、アルカリ土類金属
炭酸塩、例えば炭酸カルシウムは、抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物）に沈降してい
てもよい。
【００５２】
　抗菌性金属（例えば抗菌性金属化合物）が、粒子状無機鉱物の粒子の核に位置している
場合、粒子状無機鉱物は、抗菌性金属の核又は抗菌性金属化合物の核に、化学的又は物理
的に結合していてもよい。抗菌性金属化合物の核が形成される場合、抗菌性金属化合物の
アニオンは、粒子状無機鉱物のアニオンと同一であってよい。抗菌性金属化合物の核が形
成される場合、抗菌性金属化合物は、抗菌性金属を粒子状無機鉱物に結合させることによ
り、又は粒子状無機鉱物を作製するプロセスの副生成物として、形成されていてもよい。
抗菌性金属化合物の核を取り巻く粒子状無機鉱物は、例えば、抗菌性金属化合物を形成す
るために使用される粒子状無機鉱物と同一であっても異なっていてもよい。
【００５３】
　ある実施形態では、組成物は、粒子状無機鉱物の粒子及び抗菌性金属化合物の粒子（す
なわち粒子状無機鉱物及び抗菌性金属化合物の混合物）を含む。抗菌性金属化合物のアニ
オンは、例えば、粒子状無機鉱物のアニオンと同一であってよい。例えば、粒子状無機鉱
物は、アルカリ土類金属炭酸塩であってよく、抗菌性金属化合物は、抗菌性金属炭酸塩で
あってよい。例えば、粒子状無機鉱物は、タルク、雲母及び／又はゼオライトであってよ
く、抗菌性金属化合物は、抗菌性金属ケイ酸塩であってよい。抗菌性化合物は、例えば、
粒子状無機鉱物と抗菌性金属を反応させることにより形成され得る、もしくは形成される
、又は、この鉱物を作製する方法の副生成物として形成され得る、もしくは形成される抗
菌性化合物であってよい。例えば、粒子状無機鉱物は、アルカリ土類金属炭酸塩であって
よく、抗菌性金属化合物は、抗菌性金属炭酸塩であってよい。例えば、粒子状無機鉱物は
、タルク、雲母又はゼオライトの１つ又は複数であってよく、抗菌性金属化合物は、抗菌
性金属ケイ酸塩であってよい。粒子状無機鉱物及び抗菌性金属化合物の粒子は、例えば、
凝集物に物理的に結合して形成してよい。凝集物は、例えば、粒子状無機鉱物の粒子につ
いて本明細書に記載されているものと、同一の粒径分布を有し得る。
　あるいは、又はさらに、抗菌性金属は、組成物の液体媒体（例えば水性媒体）中の溶液
中又は懸濁液中であってよい。例えば、抗菌性金属イオンは、液体（例えば水性）媒体中
の溶液中又は懸濁液中であってよい。
【００５４】
　理論に束縛されることを望むものではないが、組成物は、抗菌性金属が粒子状無機鉱物
の粒子の表面にある場合、又はその中に組み込まれている場合、抗菌性金属イオン（例え
ば銀イオン）を周辺環境中に（例えば溶液中に）放出し、これにより抗菌効果が得られる
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と考えられる。組成物の化学的性質及び構造は、抗菌性金属イオンが溶液中に放出される
速度に影響を与え得ると考えられる。
【００５５】
さらなる添加剤
　組成物（例えば水性懸濁液）は、他の添加剤をさらに含んでもよい。例えば、組成物（
例えば水性懸濁液）は、組成物（例えば水性懸濁液）のｐＨに影響を与える１つもしくは
複数のさらなる任意の添加剤、１つもしくは複数の分散剤、１つもしくは複数の増粘剤、
及び／又は、１つもしくは複数の沈殿防止剤をさらに含み得る。
【００５６】
　粒子状無機鉱物（例えば炭酸カルシウム、例えばＰＣＣ）及び抗菌性金属を含む、本明
細書で開示されている組成物は、例えば、１つ又は複数の他の粒子状無機鉱物、例えば、
上で、又は以下で列挙されている任意の粒子状無機鉱物とさらに組み合わせてよい。適切
な粒子状無機鉱物は、以下の１つ又は複数から選択され得る：アルカリ土類金属炭酸塩（
例えばドロマイト、すなわちＣａＭｇ（ＣＯ3）2）、金属硫酸塩（例えば石膏）、金属ケ
イ酸塩、金属酸化物（例えば酸化鉄、クロミア、三酸化アンチモン又はシリカ）、金属水
酸化物、珪灰石、ボーキサイト、タルク（例えばフレンチチョーク）、雲母、酸化亜鉛（
例えば亜鉛白又は亜鉛華）、二酸化チタン（例えば、鋭錐石又は金紅石）、硫化亜鉛、炭
酸カルシウム（例えば沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）、例えば石灰、大理石及び／もしく
はチョークから得られる重質炭酸カルシウム（ＧＣＣ）、又は表面改質炭酸カルシウム）
、硫酸バリウム（例えば重晶石、沈降硫酸バリウム又はプロセスホワイト）、アルミナ水
和物（例えば、アルミナ三水和物、軽質アルミナ水和物、レーキホワイト又はアルミナホ
ワイト）、クレイ（例えばカオリン、か焼カオリン、チャイナクレイ又はベントナイト）
、ゼオライトならびにそれらの組み合わせ。
【００５７】
粒子状無機鉱物組成物を作製する方法
　本明細書では、本明細書で開示されている組成物のいずれか１つを作製する方法がさら
に示され、考えられるすべての組合せにおけるそのすべての実施形態を含む。
　この方法は、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を組み合わせる工程を含む。組成物が水性
スラリーである場合、この方法は、粒子状無機鉱物、抗菌性金属及び水を組み合わせる工
程を含む。組成物が、粒子状無機鉱物の粒子及び抗菌性金属化合物の粒子を含む場合、こ
の方法は、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属化合物を組み合わせる工程を含み得る。組み合
わせる工程は、例えば、混合する工程であってよく、又はそれを含んでよい。
　ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、スラリーの形態であり、スラリーは、抗菌性金
属と組み合わせられる（例えば混合される）。例えば、粒子状無機鉱物は、抗菌性金属（
例えば銀、例えば塩化銀の形態で）と混合されるカオリンスラリーであってよく、これは
、例えば溶液中であってよい。抗菌性金属は、例えば、カチオン付着により、鉱物の粒子
の表面に結び付くようになる。
　ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、乾燥鉱物の形態であり、乾燥鉱物は、抗菌性金
属と組み合わせられる（例えば混合される）。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、抗
菌性金属（例えば銀、例えば塩化銀の形態で）と混合される乾燥カオリンの形態であって
よく、これは、例えば溶液中であってよい。次いで、この混合物は、例えば、乾燥させて
、抗菌性金属と添加されていることがあるいかなる水も除去してよい。抗菌性金属は、例
えば、カチオン付着により、鉱物の粒子の表面に結び付くようになる。
　ある実施形態では、乾燥粒子状無機鉱物及び乾燥抗菌性金属は、共に混和されて、抗菌
性組成物を形成する。例えば、粒子状無機鉱物は、カオリンであってよい。例えば、抗菌
性金属は、銀（例えば塩化銀の形態で）であってよい。
【００５８】
　ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、合成鉱物であり（すなわち、天然供給源から得
られず）、抗菌性金属は、その合成前、最中又は後に粒子状無機鉱物と組み合わせられる
。ある実施形態では、粒子状無機鉱物は、沈降炭酸カルシウム、合成タルク、合成雲母又
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は合成ゼオライトであり、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物と、沈降炭酸カルシウム、合成
タルク、合成雲母又は合成ゼオライトの、それぞれの合成前、最中又は後に組み合わせら
れる。これにより、例えば、粒子状無機鉱物の粒子内に組み込まれている抗菌性金属（例
えば抗菌性金属化合物）を有する粒子状無機鉱物の粒子の形成が引き起こされ得る。
【００５９】
　したがって、本明細書では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物を作製する方
法であって、抗菌性金属の存在下で、合成粒子状無機鉱物を作製する工程を含む方法がさ
らに提供される。例えば、本明細書では、抗菌性金属の存在下で、沈降炭酸カルシウム又
は合成タルクを作製する方法が提供される。例えば、抗菌性金属の存在下で、粒子状無機
鉱物を形成する工程を含む、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物を作製する方法
が提供される。例えば、抗菌性金属（例えば抗菌性金属塩、例えば抗菌性金属ハロゲン化
物）の存在下で、消石灰と二酸化炭素を反応させる工程を含む組成物を作製する方法が提
供される。抗菌性金属は、例えば、粒子状無機鉱物を作製する方法の１つ又は複数の工程
中に添加され得る。例えば、抗菌性金属は、沈降プロセスの様々な段階で完全に、又は徐
々に添加され得る。
　合成鉱物（例えば沈降炭酸カルシウム）は、上記の方法のいずれかを含む、当業界で公
知の任意の方法により形成され得、抗菌性金属は、この方法の少なくとも１つの工程で添
加される。
【００６０】
　例えば、合成炭酸塩（例えば炭酸カルシウム）は、
ａ）金属供給源（例えばアルカリ土類金属炭酸塩、例えば石灰）をか焼する工程；
ｂ）か焼した生成物を水で消和して、例えば水酸化カルシウム又は乳状石灰を得る工程；
ｃ）消和した生成物を、二酸化炭素又は炭酸塩（例えば炭酸ナトリウム）の供給源と接触
させる工程
により形成され得、抗菌性金属は、工程ａ）、ｂ）及びｃ）の少なくとも１つに添加され
る。
　ある実施形態では、工程ｂ）の生成物、例えば乳状石灰は、最初に、塩化アンモニウム
と接触させて、塩化カルシウム溶液及びアンモニア気体を得る。次いで、塩化カルシウム
溶液を炭酸ナトリウム（例えばソーダ灰）と接触させて、炭酸カルシウムを生成する。
【００６１】
　抗菌性金属は、例えば、工程ｂ）又は工程ｃ）中に添加され得る。これにより、例えば
、溶液中にイオン性抗菌性金属（例えばイオン性銀）を存在させることができる。その結
果、抗菌性金属イオン（例えばイオン性抗菌性金属）は、炭酸化されて、抗菌性金属（例
えば銀）炭酸塩を形成する。
　工程ｂ）及び／又は　ｃ）は、例えば、酸の存在下で実行され得る。酸は、例えば、ク
エン酸であってよい。
　工程ｂ）及び／又はｃ）は、例えば、約３０℃～約１５０℃の範囲の温度にて実行され
得る。例えば、工程ｂ）及び／又はｃ）は、約３５℃～約１００℃、例えば約４０℃～約
８０℃、例えば約４５℃～約７５℃、例えば約５０℃～約７０℃、例えば約５０℃～約６
０℃の範囲の温度にて実行され得る。例えば、工程ｂ）及び／又はｃ）は、約５５℃の温
度にて実行され得る。
　例えば、合成炭酸塩は、抗菌性金属の存在下で、石膏（硫酸カルシウム）と、炭酸アン
モニウム又は炭酸水素アンモニウムを反応させることにより形成され得る。
　例えば、合成炭酸塩は、抗菌性金属の存在下で、塩化カルシウムと、炭酸ナトリウム又
は炭酸アンモニウムを反応させることにより形成され得る。
【００６２】
　本明細書に記載されている方法に使用される抗菌性金属は、元素金属、金属イオンもし
くは金属を含む化合物（例えば金属塩）、又はそれらの任意の組み合わせであってよい。
例えば、抗菌性金属は、抗菌性金属塩であってよい。例えば、抗菌性金属は、金属ハロゲ
ン化物（例えば塩化物、フッ化物、臭化物、ヨウ化物、アスタチン化物(astatide)）、抗
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菌性金属酢酸塩、抗菌性金属クエン酸塩、抗菌性金属硝酸塩、抗菌性金属亜硝酸塩、抗菌
性金属リン酸塩及び抗菌性金属硫酸塩であってよい。例えば、抗菌性金属は、抗菌性金属
ハロゲン化物又は抗菌性金属硝酸塩であってよい。例えば、抗菌性金属は、抗菌性金属塩
化物であってよい。本明細書に記載されている方法に使用される抗菌性金属は、例えば、
抗菌性金属コロイド（例えば、抗菌性元素金属コロイド又は抗菌性金属塩コロイド）でな
くてよい。本明細書に記載されている方法に使用される抗菌性金属は、例えば、ナノ粒子
抗菌性金属コロイドでなくてよい。
【００６３】
　抗菌性金属が、抗菌性金属化合物の形態で得られる場合、組成物中に望ましい質量％の
抗菌性金属を得るために、さらに大きい質量％の化合物が必要とされることがある。例え
ば、抗菌性金属化合物は、粒子状無機鉱物の約０．０１～約１５質量％、又は約０．１～
約１５質量％の範囲の量で使用され得る。抗菌性金属は、粒子状無機鉱物の約０．１～約
１０質量％の範囲の量で最終組成物に存在し得る。
【００６４】
　抗菌性金属は、例えば、粒子状無機鉱物を作製するためのプロセスの反応物の１つと反
応して、抗菌性金属化合物を形成し得る。抗菌性金属化合物は、例えば、粒子状無機鉱物
の粒子内に、及び／又は粒子状無機鉱物の表面に、及び／又は、粒子状無機鉱物に物理的
に結合して、もしくは結合しないで、凝集物を形成し得る）抗菌性金属化合物の粒子とし
て存在し得る。例えば、粒子状無機鉱物が、沈降炭酸カルシウムである場合、抗菌性金属
炭酸塩は、抗菌性金属と炭酸塩反応物の反応により形成され得る。抗菌性金属が、抗菌性
金属化合物粒子の形態で組成物中に存在する場合、抗菌性金属化合物は、例えば、粒子状
無機鉱物の生成中に（例えば副生成物として）形成されなくてよい。例えば、抗菌性金属
化合物は、粒子状無機鉱物とは独立して得られる、又は示される。
　抗菌性金属は、例えば、粒子状無機鉱物と反応して、粒子状無機鉱物の粒子内に、及び
／又は粒子状無機鉱物の表面に、及び／又は、粒子状無機鉱物に物理的に結合して、もし
くは結合しないで、凝集物を形成する抗菌性金属化合物の粒子として存在する抗菌性金属
化合物を形成し得る。
　生じた粒子状無機鉱物組成物（すなわち、粒子状無機鉱物、例えばＰＣＣ及び抗菌性金
属又は抗菌性金属化合物を含む）は、例えば、濾過及び／又は乾燥及び／又は摩砕及び／
又はスクリーニング及び／又は脱水（例えば熱的又は機械的脱水により）して、高固形分
スラリーを得ることができる。生じた粒子状無機鉱物組成物は、例えば、本明細書に記載
されているようにコーティング（例えば１つ又は複数の脂肪酸で）されていてよい。
【００６５】
粒子状無機鉱物組成物の使用
　本明細書では、粒子状無機鉱物を含む組成物における抗菌性添加剤としての抗菌性金属
の使用が提供される。「抗菌性」という用語は、抗菌性金属が、１種又は複数の病原菌の
成長を抑制するように、もしくは阻害（例えば成長の速度を低下させる）するように作用
し、及び／又は抗菌性金属が、組成物から病原菌を減少させるように、又は実質的に排除
するように、例えば排除するように作用することを意味し得る。これは、一定期間にわた
って、例えば１日後、２日後、３日後、４日後、５日後、６日後又は７日後に判定され得
る。これは、組成物の全体の生菌数を測定することにより判定され得る。
【００６６】
　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、１種又は複数の病原菌の成長
を抑制又は阻害するために使用され得る。例えば、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む
組成物は、病原菌の数を減少させるために、又は、それを実質的に排除する、例えば排除
するために、例えば１日後、２日後、３日後、４日後、５日後、６日後又は７日後に使用
され得る。組成物は、例えば、それが組み込まれている任意の製品に、抗菌性を付与し得
る。組成物は、例えば、任意の材料に対する抗菌効果を有し得、組成物はその材料の内部
又はその上に適用されている。
【００６７】
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　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、ポリマー組成物中の添加剤又
はフィラーに使用され得る。例えば、組成物は、コーティング組成物中に（例えばそれ自
体で、又は他の鉱物と）組み込まれ得、このコーティング組成物は、例えば、ポリマー性
結合剤及び組成物を含み得る。コーティング組成物は、例えば、紙（ボール紙、例えば、
白ボール紙及びライナー紙、段ボール紙、板紙、コーティングボール紙を含むあらゆる形
態の紙）、プラスチック及び／又は金属基材をコーティングする、又はそれらに充填する
ために使用され得る。例えば、コーティング組成物は、包装に使用、例えば食品の包装に
使用する基材をコーティングするために使用され得る。組成物は、例えば、個人用手入れ
用品（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｇｒｏｏｍｉｎｇ　ｉｔｅｍ）、例えばヘアストレートナ又は
カーリングアイロンのコーティングに使用され得る。粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含
む組成物は、例えば、接着剤及び／又はシーラント、及び／又はゴム、及び／又は目地材
、及び／又は床敷物、及び／又は壁装材、及び／又は天井張り、及び／又は屋根コーティ
ング、及び／又は包装、及び／又は個人用ケア用品（例えば化粧品、足用パウダー）、及
び／又は塗料、及び／又はコーティング、及び／又は機械加工液に使用され得る。粒子状
無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、衣服及び／又は靴用の繊維製品に使用
され得る。
【００６８】
　したがって、本明細書では、ポリマー、ならびに本明細書に記載されている粒子状無機
鉱物及び抗菌性金属を含む組成物を含むポリマー組成物（例えばポリマー物品）が提供さ
れる。例えば、ポリマー性結合剤、ならびに本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及
び抗菌性金属を含む組成物を含むコーティング組成物が提供される。例えば、粒子状無機
鉱物及び抗菌性金属を含む組成物を含む、接着剤、及び／又はシーラント、及び／又はゴ
ム、及び／又は目地剤(joint compound)、及び／又は床敷物、及び／又は壁装材、及び／
又は天井張り、及び／又は屋根コーティング、及び／又は包装、及び／又は個人用ケア用
品（例えば化粧品、足用パウダー）、及び／又は塗料、及び／又はコーティング組成物、
及び／又は機械加工液が提供される。例えば、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成
物を含む繊維製品(textile)材料が提供される。
【００６９】
　本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、精
製又は濾過（例えば能動的濾過）系に使用され得る。例えば、組成物は、空気又は水の精
製又は濾過（例えば能動的濾過）系に使用され得る。こうした組成物の使用は、例えば、
空気又は水を動物、例えばヒトの消費に適するものとすることができる。
　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、農業に使用され得る。例えば
、本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、１種又は複
数の病原菌から植物（例えば作物）を保護するために使用され得る。
　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、油田用途に使用され得る。例
えば、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、坑井又は掘削流体に使用され得る
。
　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、機械加工液、例えば冷却液、
潤滑剤、切削油及び金属加工油剤に使用され得る。
　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、個人用ケア又は個人用衛生製
品に使用され得る。例えば、組成物は、化粧品（例えばメーキャップ、保湿剤）、整髪料
、脱毛製品、ボディソープ、ボディパウダー、例えば足用パウダー、デオドラント及び制
汗剤又は口腔衛生製品（例えば歯磨剤）に使用され得る。
【００７０】
　本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、動
物飼料に使用され得る。したがって、本明細書では、本明細書に記載されている粒子状無
機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物を含む動物飼料組成物が提供される。動物飼料は、例
えば、動物、例えば動物性製品（例えば肉、乳、卵）中の病原菌の成長を阻害し得、又は
病原菌の数を減少させ得る。これにより、例えば、動物製品（例えば肉、乳、卵）の保存
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可能期間を延長することができる。粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物の、動物
飼料中への組み込みにより、例えば、経時的に色が変化し、その結果保存可能期間を指し
示すことができる特殊な色彩を有する動物性製品が得られる。例えば、動物飼料は、淡青
色／灰色の卵殻を用いることがある。動物飼料は、例えば、ニワトリ飼料、ウシ飼料、ヤ
ギ飼料、ヒツジ飼料、ウマ飼料、ブタ飼料、シカ飼料、ウサギ飼料、ネコ飼料又はイヌ飼
料であり得る。
【００７１】
　本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、例えば、表
面鉱化した基材を形成するために使用され得る。つまり、本明細書に記載されている粒子
状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、基材の表面領域中に包埋して、及び／又は基
材の表面に付着して、表面鉱化した基材を形成していてもよい。「表面鉱化した」は、適
切な条件下で、抗菌能力を有する無機粒子材料を基材の表面に適用することで、基材の表
面領域に包埋されている、又は（例えば静電相互作用により）基材の表面に付着している
抗菌能力を有する無機粒子材料（すなわち鉱物）を有することが可能な基材を意味する。
したがって、本明細書では、表面鉱化した基材であって、前記基材の表面領域中に包埋さ
れており、及び／又は基材の表面に付着している、本明細書に記載されている粒子状無機
鉱物及び抗菌性金属を含む組成物を有する基材を含む、表面鉱化した基材が提供される。
【００７２】
　本明細書で使用されている、「表面領域」という用語は、基材の表面から基材本体中へ
と伸長する領域を意味する。この領域は、例えば基材の厚さの１０％まで、例えば基材の
厚さの９％まで、又は８％まで、又は７％まで、又は６％まで、又は５％まで、又は４％
まで、又は３％まで、又は２％まで、又は１％までを含む。ある実施形態では、表面領域
の範囲は、組成物の少なくともの一部が、基材の表面に部分的には包埋されているがすべ
ては包埋されていないようにする。ある実施形態では、表面領域は、約２０μｍ以下、例
えば、約１５μｍ以下、約１０μｍ以下、又は約５μｍ以下、又は約２μｍ以下、又は約
１μｍ以下の距離（すなわち、測定点において表面に垂直に測定して）まで、表面から基
材本体中へと伸長する領域である。
【００７３】
　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、表面領域に部分的に又は完全に包埋さ
れていてよい。「部分的に」は、無機粒子の一部及び／又はその個々の粒子が基材のマト
リックス材料、例えばポリマーで完全に覆われていないことを意味する。ある実施形態で
は、無機粒子材料及び／又はその個々の粒子の少なくとも一部は、外部環境に曝露するよ
うに、表面領域に部分的に包埋されている。ある実施形態では、無機粒子及び／又は個々
の粒子の少なくとも一部は、基材の表面への適用後の外部環境に少なくとも部分的に曝露
するようなサイズである。抗菌能力を有する無機粒子材料が、基材の表面に部分的に包埋
されており、及び／又は付着している実施形態では、無機粒子材料の全体の表面積の大部
分（すなわち、少なくとも５０％）が、基材の表面への適用後の外部環境に曝露し得る。
【００７４】
　疑義を避けるために付言すると、基材の表面領域に包埋されており、又は基材の表面に
付着している粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、基材の表面上の位置に適用
されるコーティング、又はコーティング層、又はフィルム層内に含まれない。さらに、粒
子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、硬化可能な、又は他のタイプのコーティン
グ中の組成物の分散体（例えば、液体又は流体分散体）を作製することにより、コーティ
ングとして調製されず、次いで、これが基材の表面に適用される。ある実施形態では、粒
子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、流体として調製されず、次いで、これが基
材の表面に適用される。
　有利には、ある実施形態では、基材は、基材の製造中、例えば、ポリマー基材の押出後
に表面鉱化する。
【００７５】
　表面鉱化した基材は、基材の表面に、本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗
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菌性金属を含む組成物を適用する工程を含む方法により、作製することができ、基材は、
組成物を包埋可能な表面領域、及び／又は組成物が付着可能な表面を有し、組成物は、さ
らなる加工の際に基材の表面領域に包埋されるようになり、及び／又は基材の表面に付着
するようになる。
　基材がポリマー基材、例えば、プラスチック基材である実施形態では、本明細書に記載
されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、基材の製造中に、又はポリマ
ー基材の形成後に、例えば、圧縮成型、注入成型(molding)、熱成形、カレンダ加工及び
押出を含む、任意の適切なプラスチックの成形(shaping)作業中に、適用され得る。
【００７６】
　そのような実施形態では、本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を
含む組成物は、基材の表面に適用され得るが、表面は、軟化状態である。例えば、圧縮成
型、注入成型又は押出プロセスでは、組成物は、成型／押出の後であるが、成型された／
押し出された部品が完全に冷却する前に、適用され得る。言い換えれば、基材の表面領域
の温度は、組成物が表面領域に包埋されるようになり、又は少なくとも表面に付着するよ
うになる温度である。例えば、基材の表面領域は、基材が形成されるポリマー材料の融点
の温度、又はそれより上の温度であってよい。積層又は層状基材では、ポリマー材料の最
表層、表面層が、基材の最内の１つ又は複数の層より低い溶融温度を有し得るので、最内
層が実質的に固体で留まる一方、最表層の表面領域が表面鉱化している操作窓が得られる
。例えば、冷却することによる、及び／又は（例えば、ローラを使用して）表面に圧力を
かけることによる基材のさらなる加工により、組成物が「固定される（ｌｏｃｋｓ－ｉｎ
）」。
【００７７】
　他の実施形態では、成型された／押し出された部品は、十分に冷却し、次いで、表面領
域を「再軟化」するように、例えば、溶融するように、表面部に熱が加えられ、次いで、
本明細書に記載されている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物が、表面に適用さ
れる。さらに、又はあるいは、組成物は、表面を軟化又は再軟化する必要がない、成型さ
れた／押し出された部品の表面に、例えば、基材の表面と組成物の間における静電的付着
により、付着され得る。ある実施形態では、組成物は、表面に静電的に、例えば、静電ピ
ニング法により付着している。さらに、ある実施形態では、組成物は、陽性もしくは陰性
に荷電し得、又は修飾され得、その結果、組成物が陽性もしくは陰性に荷電する一方で、
基材は逆に荷電する（又は修飾され、その結果逆に荷電する）。これにより、適用された
場合に、組成物の均一な分散を向上でき、包埋する工程の前に組成物の表面への接着も向
上できる。
【００７８】
　ある実施形態では、基材は、熱成形フィルムであり、本明細書に記載されている粒子状
無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、熱成形プロセスでポリマーフィルムの表面に適
用される。そのような、包装体を製造するプロセスは、通常、フィルムロール、例えば、
指標付けしたフィルムロールを使用して実行されるが、典型的には、半連続プロセスに限
らず、プロセスの一端で投入されるフィルムロール及び熱成形容器、例えば、プロセスの
末端で製造されるトレイを用いて実行される。トレイは、通常、フィルムからのダイカッ
トであり、プロセスの終わりに積み重ねられる。ある実施形態では、プロセスは、連続プ
ロセスである。他の実施形態では、プロセスは、バッチプロセスであってよい。
　熱成形プロセスにおける典型的な工程は、以下である：１）フィルムを加熱位置に指標
付けする、２）（例えばＩＲにより）フィルムを加熱する、３）成型全体を指標付けする
、４）プレストレッチする、５）真空にする、又は超過圧力をかける、６）冷却する、７
）ダイカット全体を指標付けする、８）ダイカットする、９）排出させ積み重ねる、及び
１０）マトリックス廃棄物を指標付けして巻き戻す。
【００７９】
　ある実施形態では、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、加熱前、例えば、
上記の工程１）と２）の間で、熱成形フィルムに適用される（これは、ＩＲ処理により実
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行できるが、他の加熱技術を使用してよい）。あるいは、組成物は、フィルム加熱後に、
例えば、工程２）と３）の間で適用され得る。組成物の適用は、マスキングを伴って、も
しくは伴わずに行って、又は、オートメーション化（例えば、コンピュータ化）コントロ
ールを使用して行って、ある場所における組成物の落下を抑制又は改良することができる
。そのようなプロセスの利点は、熱成形生成物が形成されると、表面鉱化が望ましい場所
、例えば、トレイの基体に存在し、シーリング又はフィルムの明澄度を干渉しないことが
可能ということである。さらに、又はあるいは、組成物は、プラスチック基材に静電ピニ
ングできる。熱成形プロセスは、型の隅の領域中に熱成形フィルムを真空又は超過圧力で
ストレッチングさせる前に、望ましい場所（例えば、トレイの基体）に圧力をかける（ま
た、温度をさらに上げてもよい）プレストレッチャーで完了でき、この圧力により、組成
物の基材の表面領域中への包埋が促進される。
【００８０】
　フィルムがプリントされるある実施形態では、次いで、プリント後に表面鉱化プロセス
が実行され得、プリントに見当が合わされ得る（すなわち、粒子状無機鉱物及び抗菌性金
属を含む組成物は、基材の定義されている場所で位置させ、見当が合うように適用される
）。組成物の望ましい場所への適用の見当を合わせるために、アイマーク又はエレクトリ
ックアイが使用され得る。この手法により、組成物は、既にプリントが存在する場所の裏
だけではなく表側にも適用され、又は、積層フィルムで被包される。この手法では、組成
物は、プリントにより隠れているフィルムの明澄度に悪影響を与えないことが可能である
。
【００８１】
　ある実施形態では、無機粒子材料及び抗菌性金属を含む組成物は、それ自体が適用前に
加熱されているが、これは、熱が、熱成形フィルムに、又は注入された／押し出された基
材に、直接適用されることを必要としない、又は少なくともさほど必要としないことを意
味する。組成物は、ポリマー基材の表面との接点における包埋を促進するために、ポリマ
ーの溶融温度を超える温度まで加熱する必要があり得る。他の適用方法と同様に、適用後
に圧力をかけて（例えば、熱成形プロセスに使用されているプレストレッチャーにより、
又は、加熱してもよいローラを使用して）、組成物の基材の表面領域中への包埋をさらに
向上させることができる。
　粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物の、紙製品、繊維製品及び不織布などに対
する適用は、形成プロセス中に、ポリマー基材の上記の実施形態と同様に、多くの手法で
適用され得る。例えば、不織布の製造中、組成物は、例えば、組成物を突出した繊維に噴
霧する、もしくは吹き付けることにより、又は、突出した繊維を組成物中に引き入れるこ
とにより、最終結合工程の前、最中又は後に適用され得る。紙製品は、類似したプロセス
により、例えば、紙の製造中に、組成物を突出した繊維に（例えば、噴霧、吹き付け又は
引き込みにより）適用し、続いて仕上げ工程、例えばカレンダ加工又はスーパーカレンダ
加工工程を行って、組成物の、紙ウエブの表面領域中における包埋を向上させることによ
り作製することができる。
【００８２】
　上記の方法のいずれかに従って、粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物は、適切
な適用手段により適用され得る。ある実施形態では、組成物は、噴霧及び／又は重力式適
用により、例えば、オフセットスプレー／パウダースプレーもしくは重力式フィーダ、又
はそれらの組み合わせ（例えば、組成物を基材の表面に適用する噴霧器を働かせる重力式
フィーダ）を使用して、適用される。現在の製造装置は、噴霧器を組み込むことで、また
、重力式フィーダも組み込んでよいことで、本明細書に記載されている方法の実行に比較
的容易に適合できる。
　表面鉱化した基材の使用は、例えば、生鮮食品（例えば未調理の肉）用の包装に、又は
包装として使用するための基材の抗菌活性を改善できる。これにより、例えば、生鮮食品
の保存可能期間又は消費者へのアピールが改善できる。
【００８３】
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　表面領域に包埋されており、及び／又は基材の表面に付着している粒子状無機鉱物及び
抗菌性金属を含む組成物の全量は、一般的に、表面鉱化した基材の全体の質量に対して約
５質量％以下である。ある実施形態では、表面領域に包埋されており、及び／又は基材の
表面に付着している粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物の全量は、表面鉱化した
基材の全体の質量の約４質量％以下、又は約３質量％以下、又は約２質量％以下、又は約
１．５質量％以下、又は約１質量％以下、又は約０．５質量％以下、又は約０．２５質量
％以下、又は約０．１質量％以下である。
　表面鉱化した基材の表面領域における、及び／又は、表面鉱化した基材の表面に付着し
ている粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物の量は、表面鉱化した基材を灰化する
ことにより判定され得る。
　ある実施形態では、表面鉱化した基材は、表面領域における、及び／又はその表面に付
着しているもの以外の一定量の無機粒子材料、例えば、基材の化合中に組み込まれる一定
量の無機粒子を含む。ある実施形態では、表面鉱化した基材は、表面領域における、及び
／又はその表面に付着しているもの以外の無機粒子材料を一切含有しない。
【００８４】
　ある実施形態では、基材は、例えばプラスチックが加工されている、又は加工されてい
ることがあるポリマー基材であり、建造物及び構築物、日用品及び家庭用品、電気パーツ
及び電子パーツ、コーティング及び積層板、輸送及びレクリエーション、食品に接触する
物品及び水に接触する物品、フィルム、共押出フィルム、ならびに自動車外装及び内装パ
ーツのための物品から選択される物品である。
【００８５】
　ある実施形態では、基材は、脂肪族及び芳香族ポリエステル、例えばポリエチレンテレ
フタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレンイソフタレート、ポ
リヘキサメチレンテレフタレート、ポリ乳酸、ポリグリコール酸ならびに高性能樹脂及び
繊維用液晶ポリマー；ポリエステルブロックコポリマー；脂肪族及び芳香族ポリアミド、
例えばナイロン６、ナイロン６６、ナイロン６１０、ナイロン１１、ナイロン１２、ナイ
ロン１２１２、ポリ－ｐ－フェニレンテレフタルアミド、ポリ－ｍ－フェニレンイソフタ
ルアミド；共重合ポリアミド；ポリオレフィン、例えばポリエチレン、ポリプロピレン及
びそれらのコポリマー；ビニルポリマー、例えばポリスチレン、ポリアクリロニトリル、
ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ＡＢＳ
樹脂及びアクリル樹脂；エチレン及び酢酸ビニルのコポリマー；フルオロカーボンポリマ
ー、例えばポリテトラフルオロエチレン、ポリフッ化ビニリデン及びポリフッ化ビニル；
ポリウレタン；セグメント化ポリウレタンエラストマー、スパンデックス又はエラステー
ン(elastane)エラストマー；ポリエーテル、例えばポリアセタール；ポリケトン、例えば
ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）及びポリエーテルケトンケトン（ＰＥＫＫ）；
ポリエーテル及びポリエステルブロックポリマー；ポリスルフィド；ポリスルホン：ポリ
シロキサン、例えばポリジメチルシロキサン；ポリカーボネート；熱硬化性合成ポリマー
、例えばフェノール－ホルムアルデヒドコポリマー、ポリウレタン、ポリエステルウレタ
ン、ポリエーテルウレタン、ポリエーテルウレタン尿素及びポリエステルウレタン尿素；
天然ポリマー、例えばセルロース系材料、綿及び羊毛と；再生又は半合成ポリマー、例え
ばレーヨン、銅アンモニアレーヨン、アセテートレーヨン、トリアセテートレーヨン、再
構成シルク及びポリサッカリドから選択されるポリマーである。コポリマー、ターポリマ
ー及び列挙されているポリマー化学種の混和も検討される。
【００８６】
　ある実施形態では、ポリマーの少なくとも一部がリサイクルしたポリマー、例えば、リ
サイクルした使用済みポリマー廃棄物である。ある実施形態では、熱可塑性ポリマーの実
質的にすべてがリサイクルされる。ある実施形態では、リサイクルしたポリマーは、ポリ
マー廃棄物、例えば、使用済みポリマー廃棄物、工業利用後のポリマー廃棄物、及び／又
は農業利用後のポリマー廃棄物に由来する。ある実施形態では、ポリマーは、リサイクル
した使用済みポリマー廃棄物である。
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【００８７】
　ある実施形態では、基材は、ポリマーフィルム又は積層板である、例えば、ポリマーフ
ィルム、又は、食品グレードの包装用、例えば、生鮮食品、例として以下に限定されない
が、未調理の肉、例えば鳥肉、例として鶏肉、及び調理済みの肉の包装用容器及び／もし
くはトレイ及び／もしくはフィルムに加工できるフィルムである。ある実施形態では、ポ
リマー容器又はトレイは、ポリプロピレン又はＰＥＴから形成される。そのような容器及
びトレイは、ポリエチレン又はポリエステル積層板の可撓性フィルムでシーリングできる
。ある実施形態では、基材は、生鮮食品用の容器又はトレイに加工できる熱成形フィルム
である。以下に論じるように、有利には、熱成形プロセス中に、表面鉱化が実行され得る
。
　ある実施形態では、基材は、セルロースベース基材、例えば、紙製品又は繊維製品であ
る。
【００８８】
　ある実施形態では、基材は、不織布基材である。表面鉱化した不織布基材は、製品単体
、又は衣料品、家財道具、ヘルスケア、エンジニアリング、産業財及び消費財の構成要素
としての使用を含む。不織布製品は、ソレーション(solation)ガウン、手術用ガウン、手
術用ドレープ及びカバー、手術用マスク、手術着(surgical scrub suits)、手術帽、おむ
つストック（ｄｉａｐｅｒｓｔｏｃｋ）、生理処理用品及び他の吸収材料（例えば、清拭
用ワイプ、ベビー用ワイプ）、一次及び二次カーペット用裏地（ｃａｒｐｅｔ　ｂａｃｋ
ｉｎｇ，ｐｒｉｍａｒｙ　ａｎｄ　ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）、複合材、帆船ラミネート（ｍ
ａｒｉｎｅ　ｓａｉｌ　ｌａｍｉｎａｔｅ）、テーブルカバーラミネート、チョップドス
トランドマット、機械刺繍用裏地／安定剤、絶縁、家電機器に対する音響絶縁、自動車用
部品及び壁パネル、枕、クッション、マットレスコア及び室内装飾用詰め物、キルト又は
掛け布団の中綿、消費者用及び医療用フェイスマスク、封筒、防水シート、テント及び輸
送（製材、鋼鉄）ラッピング、使い捨て衣類（フットカバー、カバーオール）、耐候性ハ
ウスラップと、クリーンルーム用ワイプを含む。ある実施形態では、不織布基材は、家庭
用に適しているワイプ、例えば、清拭用ワイプ、ベビー用ワイプである。
【００８９】
　模範的な用途は、動物飼料、化粧品配合物、塗料、インク、ホームケア製品、動物用ケ
ア製品、建築材料、紙製品、生地製品（例えば繊維製品）、個人用及び職場用の衛生製品
、コンタクトレンズ、クロマトグラフィー材料、医療設備、局所保護剤、医薬製剤、とり
わけ皮膚科学的製剤、ラッカー、コーティング、ポリマーならびにプラスチックを含むが
、それらに限定されない。さらなる模範的な用途は、接着剤及びシーラント、抗菌クレン
ザ、石鹸、消毒剤、屋内及び屋外使用のための防汚及び抗菌塗料、防汚船舶コーティング
、畜産、抗菌壁紙、抗菌仕上げ材及び漆喰、抗菌活性を有する人口装具及び骨セメント、
歯科充填材、歯科プロテーゼ、胃腸感染に対する製剤、活性炭、猫用抗菌敷砂、空調（例
えばフィルタ及びダクト）、空気膨張式構築物（例えばエアホール）、農業用及びマルチ
用フィルム、多目的接着剤、器具及び設備、器具用接着剤及びシーラント、エプロン、人
工皮革、人工植物、人工木材及びプラスチック製材、Ａｓｔｒｏｔｕｒｆ、自動車パーツ
、自動車及びトラック用室内装飾材料、天幕、バッグ、包帯、バリア生地、浴室付属物、
浴槽、浴室用セメント、寝具、飲料販売機、胸当て、ボート、ボートカバー、ブックカバ
ー、ボトル、ブラシ毛、ブラシの柄、箒、建築部材（例えば壁、壁材、床、コンクリート
、羽目板、ルーフィング、こけら板、金物、カーペット掃除機、天井板、ならびに商用及
び工業的応用）、ケーブル被覆材、帽子（例えばハット）、板紙、カーペット及びカーペ
ット下張り、キャスター用車輪、猫用敷砂、臨床温度計、コート、コンパクトディスク、
折り畳み可能な幌、調理器具、冷房、冷却塔、冷却水、カウンター及びテーブル天板、コ
ンベヤベルト、カウンター天板、クレジットカード、クレート(crate)（食品及び非食品
の両方に使用）、カップ、通貨、カーテン、クッションパッド、まな板、甲板材料(decki
ng)、皿、ふきん、食器洗浄機部品、潜水用具又はシュノーケル、排水溝パイプ、掛け布
、ドライフィルム塗料、運動用具、屠殺場又はクリーム製造所又は酪農品(diaries)用器
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具、ジム、サウナ又はマッサージ用器具、ファンブレード、繊維充填材、フィルタ、建具
、フェンス、床敷物、床及びカーペットバッキング(baking)、フローリング、発泡体（例
えばクッション、マットレス）、食品調理機器、食品及び飲料加工器具、食品及び飲料の
容器、貯蔵庫及びバッグ、食品取扱器具、食品包装、食品及び食肉用木箱、食品トレイ及
びカバー、食品ラップ、履物（例えばブーツ、スポーツ用品及び道具を含む）、果物及び
野菜用ブラシ、果物用木箱、家具、ごみ袋（ｇａｒｂａｇｅ　ｂａｇ）、ごみ入れ、ガー
メントバッグ、ガスケット、汎用容器、グローブ、ガウン（医療用及び消費者用）、グリ
ーストラップ、固定式温室、温室用フィルム、グラウト及び目地材、暖房、換気及び空調
、病院の外面及び医療機器の消毒、ホース、製氷器及びトレイ、缶入塗料、失禁ケア製品
、屋内用家具及び屋外用家具、工業用器具、エアベッド、ワイヤ及びケーブル用絶縁材、
絶縁材、下着、ジャケットライナー、雑役器具(janitorial equipment)、台所及び浴室用
金物、台所の流し及び据付品、キッチンタオル、積層板及びタイルの接着剤、据置バタリ
ー、救命胴衣、ライナー、マット、マットレスカバーパッド及び充填材、マットレス接着
剤、医療用及び歯科用衣料品、金属加工油剤、鉱物スラリー、移動住宅、移動トイレ、モ
ップ、貨幣、天然繊維及び合成繊維及び生地、不織生地、油田、上着、包装材、パレット
、紙製品（例えばワイプ、ティッシュペーパ、壁装材、タオル、ブックカバー、マルチ）
、枕カバー、パイプ、パイプシーラント及び絶縁物質、漆喰、プラスチック、プラスチッ
クフィルム、皿及び台所用品、遊具、配管用品及び据付品（例えば便座を含む）、配管接
着剤及びシーラント、プールライナー、プロセス容器、保護カバー、レクリエーション水
域、樹脂、冷蔵庫用部品、屋根板、膜組織、こけら板及び雨押え、ロープ、ラグマット、
販売カウンター、帆、衛生管、シーラ、浴室用、台所用又はガラス用シール材、シート及
びブランケット、靴、靴用インソール、シャワーカーテン、シャワー槽、住宅用羽目板、
サイレージラップ、サイロ、流し、サイフォン、スカイライト、寝袋、寝間着、靴下及び
メリヤス、スポンジ、スプリンクラ、スポーツウェア及びスポーツ用品、貯蔵容器、スタ
ッコ、サンルーフ、サンシェード、合成ラテックスポリマー、ナプキン、タンク、テープ
、防水シート、電話ボックス又は公衆電話、テント及び他のアウトドア用品、ティッキン
グ（例えば、マットレス、枕用）、タイル、タイル用グラウト、歯ブラシの柄及びブラシ
毛、トイレットペーパ及びハンカチ、トイレットブロック及び洗浄機（ｔｏｉｌｅｔ　ｂ
ｌｏｃｋ　ａｎｄ　ｃｌｅａｎｅｒ）、タオル、歯ブラシ用タンブラー、玩具、上着及び
衣類のトリム、トランクライナー、管材料、傘、ユニフォーム、肌着、室内装飾材料、集
塵袋、壁装材及び床敷物、壁紙、ごみ袋（ｗａｓｔｅ　ｂａｇ）、水タンク、ごみ容器、
水処理、水及び氷の取扱設備及びフィルタ、ウェットスーツ、ワイプ、ワイヤ及びケーブ
ル、木材と木粉充填プラスチックを含むが、それらに限定されない。
【００９０】
　ある適用分野では、向上させた殺生物又は抗菌活性がいくつかの加工段階で有用になり
得る。一実施形態において、本発明による組成物は、マスターバッチの形態で一定期間保
存され得、マスターバッチに微生物が混入する実質的な危険性がない。当業者は、そのよ
うなマスターバッチは、公知のマスターバッチと同じように、又は今後発見される加工法
で加工できると認識する。処理したマスターバッチは、例えば、建造物及び構築物、日用
品及び家庭用品、電気パーツ及び電子パーツ、衣料品、繊維製品及び生地、コーティング
及び積層板、輸送及びレクリエーション、接着剤、シーラント及びグラウト、食品に接触
する物品及び水に接触する物品（例えば、プラスチックボトル及びボトルキャップ）、フ
ィルム、共押出フィルム、ならびに自動車外装及び内装パーツに有用なことがある。
【００９１】
　本発明による組成物を含む物品又は表面鉱化した基材が製造できる模範的なプラスチッ
ク及びポリマーは、合成、天然及び半合成有機ポリマーを含む。ポリマーの例は：脂肪族
及び芳香族ポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリエチレンイソフタレート、ポリヘキサメチレンテレフタレート、ポリ乳酸、ポ
リグリコール酸ならびに高性能樹脂及び繊維用液晶ポリマー；ポリエステルブロックコポ
リマー；脂肪族及び芳香族ポリアミド、例えばナイロン６、ナイロン６６、ナイロン６１
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０、ナイロン１１、ナイロン１２、ナイロン１２１２、ポリ－ｐ－フェニレンテレフタル
アミド、ポリ－ｍ－フェニレンイソフタルアミド；共重合ポリアミド；ポリオレフィン、
例えばポリエチレン、ポリプロピレン及びそれらのコポリマー；ビニルポリマー、例えば
ポリスチレン、ポリアクリロニトリル、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリ塩
化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ＡＢＳ樹脂及びアクリル樹脂；エチレン及び酢酸ビニル
のコポリマー；フルオロカーボンポリマー、例えばポリテトラフルオロエチレン、ポリフ
ッ化ビニリデン及びポリフッ化ビニル；ポリウレタン；セグメント化ポリウレタンエラス
トマー、スパンデックス又はエラステーンエラストマー；ポリエーテル、例えばポリアセ
タール；ポリケトン、例えばポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）及びポリエーテル
ケトンケトン（ＰＥＫＫ）；ポリエーテル及びポリエステルブロックポリマー；ポリスル
フィド；ポリスルホン：ポリシロキサン、例えばポリジメチルシロキサン；ポリカーボネ
ート；熱硬化性合成ポリマー、例えばフェノール－ホルムアルデヒドコポリマー、ポリウ
レタン、ポリエステルウレタン、ポリエーテルウレタン、ポリエーテルウレタン尿素及び
ポリエステルウレタン尿素；天然ポリマー、例えばセルロース系材料、綿及び羊毛と；再
生又は半合成ポリマー、例えばレーヨン、銅アンモニアレーヨン、アセテートレーヨン、
トリアセテートレーヨン、再構成シルク及びポリサッカリドを含むが、それらに限定され
ない。コポリマー、ターポリマー及び列挙されているポリマー化学種の混和も検討される
。
【００９２】
　以下の番号付けされたパラグラフは、本発明の詳細な実施形態を定義する：
１．粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物であって、抗菌性金属が粒子状無機鉱物
の粒子内に組み込まれており、及び／又は抗菌性金属が粒子状無機鉱物の表面に存在する
、組成物。
２．粒子状無機鉱物が、少なくとも約１０の勾配係数を有する、パラグラフ１の組成物。
３．粒子状無機鉱物が、約１０～約９０の範囲の勾配係数を有する、パラグラフ１又は２
の組成物。
４．粒子状無機鉱物が、細孔を含まない、例えば、抗菌性金属が堆積し得る細孔を含まな
い、パラグラフ１から３のいずれか１つの組成物。
５．粒子状無機鉱物が、アルカリ土類金属炭酸塩、カオリン、タルク、雲母、ゼオライト
及びそれらの組み合わせからなる群から選択される、パラグラフ１から４のいずれか１つ
の組成物。
６．粒子状無機鉱物が、炭酸カルシウム、例えば沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）である、
パラグラフ１から５のいずれか１つの組成物。
７．粒子状無機鉱物が、サンゴ砂ではなく、及び／又はサンゴ砂に由来しない、パラグラ
フ１から６のいずれか１つの組成物。
８．粒子状無機鉱物が、合成であり、例えば、合成炭酸カルシウム（例えばＰＣＣ）、合
成タルク、合成雲母、合成ゼオライト又はそれらの組み合わせである、パラグラフ１から
７のいずれか１つの組成物。
【００９３】
９．粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも約９０％が、５μｍより小さい、パラグラフ１か
ら８のいずれか１つの組成物。
１０．粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも約５０％が、２μｍより小さい、パラグラフ１
から９のいずれか１つの組成物。
１１．水性スラリーである、パラグラフ１から１０のいずれか１つの組成物。
１２．水性スラリーが、少なくとも約５０質量％、例えば少なくとも約６０質量％の固形
分含量を有する、パラグラフ１１の組成物。
１３．水性スラリーが、約１２００ｍＰａ．秒以下のブルックフィールド粘度を有する、
パラグラフ１１又は１２の組成物。
１４．抗菌性金属が、銀、コバルト、ニッケル、銅、鉄、水銀、鉛、亜鉛、ジルコニウム
、モリブデン、ビスマス、金、アルミニウム、マグネシウム、ニオブ、ケイ素、タンタル
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、ハフニウム、ランタン、タングステン、カルシウム、チタン、バナジウム、セリウム、
ストロンチウム、スズ、リチウム及びそれらの組み合わせからなる群から選択され、例え
ば抗菌性金属が銀である、パラグラフ１から１３のいずれか１つの組成物。
１５．抗菌性金属が、粒子状無機鉱物の約０．１質量％～約１０質量％、例えば０．２質
量％～約５質量％の範囲の量で組成物中に存在する、パラグラフ１から１４のいずれか１
つの組成物。
１６．抗菌性金属が、粒子状無機鉱物に化学的に結合している、パラグラフ１から１７の
いずれか１つの組成物。
１７．粒子状無機鉱物が、アルカリ土類金属炭酸塩であり、又はそれを含み、抗菌性金属
が、粒子状無機鉱物に結合して、抗菌性金属炭酸塩を形成する、パラグラフ１６の組成物
。
【００９４】
１８．粒子状無機鉱物が、タルク、雲母もしくはゼオライトの１つもしくは複数であり、
又はそれらを含み、抗菌性金属は、粒子状無機鉱物に結合して、抗菌性金属ケイ酸塩を形
成する、パラグラフ１６の組成物。
１９．抗菌性金属が、粒子状無機鉱物に物理的に結合している、パラグラフ１から１８の
いずれか１つの組成物。
２０．抗菌性金属が、ファンデルワールス力、ロンドン分散力、双極子－双極子相互作用
、水素結合及びデバイ力（誘起双極子）の１つ又は複数により、粒子状無機鉱物に物理的
に結合している、パラグラフ１９の組成物。
２１．抗菌性金属が、粒子状無機鉱物の粒子全体に分散している、例えば、全体に均等に
分散している、パラグラフ１から２０のいずれか１つの組成物。
２２．抗菌性金属が、粒子状無機鉱物の粒子の核に位置している、パラグラフ１から２１
のいずれか１つの組成物。
２３．１種又は複数の病原菌に対する毒性効果を有する、パラグラフ１から２２のいずれ
か１つの組成物。
２４．殺生物剤を実質的に有さない、例えば有さない、パラグラフ１から２３のいずれか
１つの組成物。
２５．病原菌を実質的に有さない、例えば有さない、パラグラフ１から２４のいずれか１
つの組成物。
２６．炭酸カルシウム及び抗菌性金属を含む組成物であって、炭酸カルシウムが、細孔を
含まない、例えば抗菌性金属が堆積している細孔を含まず、及び／又は炭酸カルシウムが
、サンゴ砂ではなく、及び／又はサンゴ砂に由来しない、組成物。
【００９５】
２７．炭酸カルシウムが、サンゴ砂ではなく、及び／又はサンゴ砂に由来せず、及び／又
は炭酸カルシウムが、細孔を含まない、例えば抗菌性金属が堆積している細孔を含まない
、パラグラフ２６の組成物。
２８．炭酸カルシウムが、合成であり、例えば沈降炭酸カルシウムである、パラグラフ２
６又は２７の組成物。
２９．炭酸カルシウムが、少なくとも約１０、例えば少なくとも約２０の勾配係数を有す
る、パラグラフ２６から２８のいずれか１つの組成物。
３０．炭酸カルシウムが、約１０～約９０の範囲の勾配係数を有する、パラグラフ２６か
ら２９のいずれか１つの組成物。
３１．炭酸カルシウム粒子の少なくとも約９０％が、５μｍより小さい、パラグラフ２６
から３０のいずれか１つの組成物。
３２．炭酸カルシウム粒子の少なくとも約５０％が、２μｍより小さい、パラグラフ２６
から３１のいずれか１つの組成物。
３３．水性スラリーである、パラグラフ２６から３２のいずれか１つの組成物。
３４．水性スラリーが、少なくとも約５０質量％、例えば少なくとも約６０質量％の固形
分含量を有する、パラグラフ３３の組成物。
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３５．水性スラリーが、約１２００ｍＰａ．秒以下のブルックフィールド粘度を有する、
パラグラフ３３又は３４の組成物。
３６．抗菌性金属が、銀、コバルト、ニッケル、銅、鉄、水銀、鉛、亜鉛、ジルコニウム
、モリブデン、ビスマス、金、アルミニウム、マグネシウム、ニオブ、ケイ素、タンタル
、ハフニウム、ランタン、タングステン、カルシウム、チタン、バナジウム、セリウム、
ストロンチウム、スズ、リチウム及びそれらの組み合わせからなる群から選択され、例え
ば抗菌性金属が銀である、パラグラフ２６から３５のいずれか１つの組成物。
【００９６】
３７．抗菌性金属が、炭酸カルシウムの約０．１質量％～約１０質量％、例えば０．２質
量％～約５質量％の範囲の量で組成物中に存在する、パラグラフ２６から３６のいずれか
１つの組成物
３８．抗菌性金属が、炭酸カルシウムの粒子内に組み込まれる、パラグラフ２６から３７
のいずれか１つの組成物。
３９．抗菌性金属が、炭酸カルシウムに化学的に結合している、パラグラフ２６から３８
のいずれか１つの組成物。
４０．抗菌性金属が、炭酸カルシウムに化学的に結合して抗菌性金属炭酸塩を形成してい
る、パラグラフ３９の組成物。
４１．抗菌性金属が、炭酸カルシウムに物理的に結合している、パラグラフ２７から４０
のいずれか１つの組成物。
４２．抗菌性金属が、ファンデルワールス力、ロンドン分散力、双極子－双極子相互作用
、水素結合及びデバイ力（誘起双極子）の１つ又は複数により炭酸カルシウムに物理的に
結合している、パラグラフ４１の組成物。
４３．抗菌性金属（例えば抗菌性金属炭酸塩）が、粒子状無機鉱物の粒子全体に分散し、
例えば均等に分散している、パラグラフ２７から４２のいずれか１つの組成物。
【００９７】
４４．抗菌性金属（例えば抗菌性金属炭酸塩）が、粒子状無機鉱物の粒子の核に位置して
いる、パラグラフ２７から４３のいずれか１つの組成物。
４５．１種又は複数の病原菌に対する毒性効果を有する、パラグラフ２７から４４のいず
れか１つの組成物。
４６．殺生物剤を実質的に有さない、例えば有さない、パラグラフ２７から４５のいずれ
か１つの組成物。
４７．病原菌を実質的に有さない、例えば有さない、パラグラフ２７から４６のいずれか
１つの組成物。
４８．沈降炭酸カルシウム及び抗菌性金属を含む組成物。
４９．沈降炭酸カルシウムが、少なくとも約１０、例えば少なくとも約２０の勾配係数を
有する、パラグラフ４８の組成物。
５０．沈降炭酸カルシウムが、約１０～約９０の範囲の勾配係数を有する、パラグラフ４
８又は４９の組成物。
５１．沈降炭酸カルシウム粒子の少なくとも約９０％が、５μｍより小さい、パラグラフ
４８から５０のいずれか１つの組成物。
５２．沈降炭酸カルシウム粒子の少なくとも約５０％が、２μｍより小さい、パラグラフ
４８から５１のいずれか１つの組成物。
５３．水性スラリーである、パラグラフ４８から５２のいずれか１つの組成物。
【００９８】
５４．水性スラリーが、少なくとも約５０質量％、例えば少なくとも約６０質量％の固形
分含量を有する、パラグラフ５３の組成物。
５５．水性スラリーが、約１２００ｍＰａ．秒以下のブルックフィールド粘度を有する、
パラグラフ５３又は５４の組成物。
５６．抗菌性金属が、銀、コバルト、ニッケル、銅、鉄、水銀、鉛、亜鉛、ジルコニウム
、モリブデン、ビスマス、金、アルミニウム、マグネシウム、ニオブ、ケイ素、タンタル
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、ハフニウム、ランタン、タングステン、カルシウム、チタン、バナジウム、セリウム、
ストロンチウム、スズ、リチウム及びそれらの組み合わせからなる群から選択され、例え
ば抗菌性金属が銀である、パラグラフ４８から５５のいずれか１つの組成物。
５７．抗菌性金属が、沈降炭酸カルシウムの約０．１質量％～約１０質量％、例えば０．
２質量％～約５質量％の範囲の量で組成物中に存在する、パラグラフ４８から５６のいず
れか１つの組成物。
５８．抗菌性金属が、沈降炭酸カルシウムの粒子内に組み込まれている、パラグラフ４８
から５７のいずれか１つの組成物。
５９．抗菌性金属が、沈降炭酸カルシウムに化学的に結合している、パラグラフ４８から
５８のいずれか１つの組成物。
６０．抗菌性金属が、沈降炭酸カルシウムに化学的に結合して、例えば抗菌性金属炭酸塩
を形成している、パラグラフ５９の組成物。
６１．抗菌性金属が、沈降炭酸カルシウムに物理的に結合している、パラグラフ４８から
６０のいずれか１つの組成物。
【００９９】
６２．抗菌性金属が、ファンデルワールス力、ロンドン分散力、双極子－双極子相互作用
、水素結合及びデバイ力（誘起双極子）の１つ又は複数により沈降炭酸カルシウムに物理
的に結合している、パラグラフ６１の組成物。
６３．１種又は複数の病原菌に対する毒性効果を有する、パラグラフ４８から６２のいず
れか１つの組成物。
６４．殺生物剤を実質的に有さない、例えば有さない、パラグラフ４８から６３のいずれ
か１つの組成物。
６５．病原菌を実質的に有さない、例えば有さない、パラグラフ４８から６４のいずれか
１つの組成物。
６６．粒子状無機鉱物の粒子及び抗菌性金属化合物の粒子を含む組成物。
６７．粒子状無機鉱物及び／又は抗菌性金属化合物の粒子が、少なくとも約１０、例えば
少なくとも約２０の勾配係数を有する、パラグラフ６６の組成物。
６８．粒子状無機鉱物及び／又は抗菌性金属化合物の粒子が、約１０～約９０の範囲の勾
配係数を有する、パラグラフ６６又は６７の組成物。
６９．粒子状無機鉱物が、細孔を含まない、例えば、抗菌性金属が堆積し得る細孔を含ま
ない、パラグラフ６６から６８のいずれか１つの組成物。
７０．粒子状無機鉱物が、アルカリ土類金属炭酸塩、タルク、雲母、ゼオライト及びそれ
らの組み合わせからなる群から選択される、パラグラフ６６から６９のいずれか１つの組
成物。
【０１００】
７１．粒子状無機鉱物が、炭酸カルシウム、例えば沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）である
、パラグラフ６６から７０のいずれか１つの組成物。
７２．粒子状無機鉱物が、サンゴ砂ではなく、及び／又はサンゴ砂に由来しない、パラグ
ラフ６６から７１のいずれか１つの組成物。
７３．粒子状無機鉱物が、合成であり、例えば、合成炭酸カルシウム（例えばＰＣＣ）、
合成タルク、合成雲母、合成ゼオライト又はそれらの組み合わせである、パラグラフ６６
から７２のいずれか１つの組成物。
７４．粒子状無機鉱物の粒子、及び／又は抗菌性金属化合物の粒子の少なくとも約９０％
が、５μｍより小さい、パラグラフ６６から７３のいずれか１つの組成物。
７５．粒子状無機鉱物の粒子、及び／又は抗菌性金属化合物の粒子の少なくとも約５０％
が、２μｍより小さい、パラグラフ６６から７４のいずれか１つの組成物。
７６．水性スラリーである、パラグラフ６６から７５のいずれか１つの組成物。
７７．水性スラリーが、少なくとも約５０質量％、例えば少なくとも約６０質量％の固形
分含量を有する、パラグラフ７６の組成物。
７８．水性スラリーが、約１２００ｍＰａ．秒以下のブルックフィールド粘度を有する、
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パラグラフ７６又は７７の組成物。
７９．抗菌性金属が、銀、コバルト、ニッケル、銅、鉄、水銀、鉛、亜鉛、ジルコニウム
、モリブデン、ビスマス、金、アルミニウム、マグネシウム、ニオブ、ケイ素、タンタル
、ハフニウム、ランタン、タングステン、カルシウム、チタン、バナジウム、セリウム、
ストロンチウム、スズ、リチウム及びそれらの組み合わせからなる群から選択され、例え
ば抗菌性金属が銀である、パラグラフ６６から７８のいずれか１つの組成物。
【０１０１】
８０．抗菌性金属が、粒子状無機鉱物の約０．１質量％～約１０質量％、例えば０．２質
量％～約５質量％の範囲の量で組成物中に存在する、パラグラフ６６から７９のいずれか
１つの組成物。
８１．抗菌性金属化合物が、粒子状無機鉱物を作製するプロセスの副生成物として作製さ
れ得る化合物である、パラグラフ６６から８０のいずれか１つの組成物。
８２．粒子状無機鉱物が、アルカリ土類金属炭酸塩であり、又はそれを含み、抗菌性金属
化合物が抗菌性金属炭酸塩である、パラグラフ６６から８１のいずれか１つの組成物。
８３．粒子状無機鉱物が、タルク、雲母及びゼオライトの１つもしくは複数であり、又は
それを含み、抗菌性金属化合物が抗菌性金属ケイ酸塩である、パラグラフ６６から８１の
いずれか１つの組成物。
８４．抗菌性金属化合物の粒子が、粒子状無機鉱物の粒子に物理的に結合して、凝集物を
形成する、パラグラフ６６から８３のいずれか１つの組成物。
８５．抗菌性金属化合物の粒子が、ファンデルワールス力、ロンドン分散力、双極子－双
極子相互作用、水素結合及びデバイ力（誘起双極子）の１つ又は複数により粒子状無機鉱
物の粒子に物理的に結合している、パラグラフ８４の組成物。
８６．抗菌性金属化合物の粒子が、凝集物全体に分散している、例えば均等に分散してい
る、パラグラフ８４又は８５の組成物。
８７．抗菌性金属化合物の粒子が、凝集物の核に位置している、パラグラフ８４又は８６
の組成物。
【０１０２】
８８．１種又は複数の病原菌に対する毒性効果を有する、パラグラフ６６から８７のいず
れか１つの組成物。
８９．殺生物剤を実質的に有さない、例えば有さない、パラグラフ６６から８８のいずれ
か１つの組成物。
９０．病原菌を実質的に有さない、例えば有さない、パラグラフ６６から８９のいずれか
１つの組成物。
９１．粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を組み合わせる工程を含む、パラグラフ１から６５
のいずれか１つの組成物を作製する方法。
９２．粒子状無機鉱物が、合成粒子状無機鉱物であり、抗菌性金属が、合成粒子状無機鉱
物の調製中に粒子状無機鉱物と組み合わせられる、パラグラフ９１の方法。
９３．抗菌性金属が、金属塩の形態である、パラグラフ９１又は９２の方法。
９４．抗菌性金属が、金属ハロゲン化物、例えば金属塩化物又は金属硝酸塩の形態である
、パラグラフ９１から９３のいずれか１つの方法。
９５．抗菌性金属の存在下で、沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）を調製する工程を含む、パ
ラグラフ４８から６５のいずれか１つの組成物を作製する方法。
９６．抗菌性金属が金属塩である、パラグラフ９５の方法。
９７．抗菌性金属が、金属ハロゲン化物、例えば金属塩化物又は金属硝酸塩である、パラ
グラフ９５又は９６の方法。
【０１０３】
９８．粒子状無機鉱物及び抗菌性金属化合物を組み合わせる工程を含む、パラグラフ６６
から９０のいずれか１つの組成物を作製する方法。
９９．粒子状無機鉱物が、合成粒子状無機鉱物であり、抗菌性金属化合物が、合成粒子状
無機鉱物の調製中に形成される、パラグラフ９８の方法。
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１００．抗菌性金属化合物が、粒子状無機鉱物と抗菌性金属の反応に起因し得る化合物で
ある、又は粒子状無機鉱物を形成するためのプロセスの副生成物である、パラグラフ９７
又は９９のいずれか１つの方法。
１０１．粒子状無機鉱物が、アルカリ土類金属炭酸塩であり、又はそれを含み、抗菌性金
属化合物が、抗菌性金属炭酸塩である、パラグラフ９７から１００のいずれか１つの方法
。
１０２．粒子状無機鉱物が、タルク、雲母及びゼオライトの１つもしくは複数であり、又
はそれらを含み、抗菌性金属化合物が抗菌性金属ケイ酸塩である、パラグラフ９７から１
００のいずれか１つの方法。
１０３．１種もしくは複数の病原菌の成長を阻害する、又は１種もしくは複数の病原菌の
数を減少させる、又はそれを実質的に排除する、例えば排除する、パラグラフ１から９０
のいずれか１つの組成物の使用。
１０４．ポリマー性結合剤及びパラグラフ１から９０のいずれか１つの組成物を含むコー
ティング組成物。
１０５．ポリマー性結合剤を含むコーティング組成物における、パラグラフ１から９０、
及び１０４のいずれか１つの組成物の使用。
１０６．コーティング組成物が適用されている／適用されることが意図される基材におい
て、及び／又はコーティング組成物中で、及び／又はコーティング組成物上で、コーティ
ング組成物が、１種又は複数の病原菌の成長を阻害する、パラグラフ１０５の使用。
【０１０４】
１０７．液体から１種又は複数の病原菌を実質的に除去する、例えば除去する、パラグラ
フ１から９０、及び１０４のいずれか１つの組成物の使用。
１０８．液体が水である、パラグラフ１０７の使用。
１０９．１種又は複数の病原菌が、動物、例えばヒトの消費に適させるために水から除去
される、パラグラフ１０８の使用。
１１０．ポリマー添加剤としての、パラグラフ１から９０、及び１０４のいずれか１つの
組成物の使用。
１１１．ポリマー、ならびにパラグラフ１から９０、及び１０４のいずれか１つの組成物
を含む、ポリマー物品。
【実施例】
【０１０５】
　研究室規模の反応器中で、消石灰とクエン酸を５５℃にて使用して、二酸化炭素気体を
添加することにより、沈降炭酸カルシウムを作った。炭酸化の２０分後、塩化銀又は硝酸
銀を添加して、０．３質量％、０．６質量％及び３質量％の銀を含む沈降炭酸カルシウム
を形成した。出来上がったＰＣＣ中において０．３質量％の銀（分子量１０７．８７）を
得るためには、出来上がったＰＣＣ１ｋｇ当たり４．７２ｇの硝酸銀（分子量１６９．８
７）が必要とされる（０．４７％）。
【０１０６】
　完全に炭酸化した後で、ＸＲＦ　Ｐｒｏｔｒａｃｅ及び、硝酸試験法を使用した湿式化
学分析により、組成物の銀の合計を測定した。スクリーニングしたＰＣＣは、例えば輝度
、表面積、ＳＥＭに関する通常の試験を施すことができる。
【０１０７】
　公知の高度に汚染した炭酸塩スラリーを利用することにより、また、一定量の抗菌ＰＣ
Ｃ（５０～５０００ｐｐｍ）をそれ自体、又は、他の殺生物性物質、例えば過酸化水素と
組み合わせて添加することにより、この抗菌ＰＣＣ材料を抗菌活性について試験した。４
８時間、１週間、２週間、３週間及び４週間のインキュベーション後、従来のディプスラ
イド／ペトリフィルムを使用して、上に記載されているように細菌レベルを測定した。さ
らに、抗菌ＰＣＣ材料を、公知の汚染されていない炭酸塩スラリーに添加し、炭酸塩スラ
リーに、炭酸カルシウムスラリーと共に典型的な細菌株（例えばＰｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ｔａｅｔｒｏｌｅｎｓ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｔｕｔｚｅｒｉ、Ｍａｒｉｎｉｌ
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ａｂｉｌｉａ　ｓａｌｍｏｎｉｃａｔｏｒ、Ｃａｌｄｉｍｏｎａｓ　ｍａｎｇａｎｏｘｉ
ｄａｎｓ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｎｓ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕ
ｔｉｄａ、セレウス菌、緑膿菌、Ａｌｋａｌｉｐｈｉｌｕｓ　ｔｒａｎｓｖａａｌｅｎｉ
ｓ、Ａｌｉｃｙｃｌｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｏｃａｄａｒｕｍ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ　ｔｏｌａａｓｉｉ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ａｒｇｅｎｔｉｅｎｓｅ、Ｅｄｗ
ａｒｄｓｉｅｌｌａ　ｔａｒｄａ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｔｈｅｒｍｏｐａｌｍａｒ
ｉｕｍ、Ｐｏｌｙｎｕｃｌｏｂａｃｔｅｒ　ｎｅｃｅｓｓａｒｉｅｓ、Ｃｏｍａｍｏｎａ
ｓ　ａｑｕａｔｉｃａ、Ｔｉｓｓｉｅｒｅｌｌａ　ｃｒｅａｔｉｎｉｎｉ、Ａｚｏｔｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｃｈｒｏｏｃｏｃｃｕｍ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｍｏｓｓｅｌｌｉｉ、
Ｍｅｔｈｙｌｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒａｃｈｉａｔｕｍ）を播種した。抗菌ＰＣＣ材
料は、抗菌活性を所有することが見出された。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を含む組成物であって、抗菌性金属が、粒子状無機
鉱物の粒子内に組み込まれており、粒子状無機鉱物の粒子が、その構造内に包埋されてい
る銀ナノ粒子を含まず、及び／又は粒子状無機鉱物の粒子内の抗菌性金属の粒子のサイズ
が、５０ｎｍを超える、又は１００ｎｍを超える、組成物。
〔２〕粒子状無機鉱物が、少なくとも約１０、例えば少なくとも約２０、例えば約１０～
約９０の範囲の勾配係数を有する、前記〔１〕に記載の組成物。
〔３〕粒子状無機鉱物が、細孔を含まない、例えば、抗菌性金属が堆積し得る細孔を含ま
ない、前記〔１〕又は〔２〕に記載の組成物。
〔４〕粒子状無機鉱物が、アルカリ土類金属炭酸塩、タルク、雲母、ゼオライト及びそれ
らの組み合わせからなる群から選択される、前記〔１〕から〔３〕のいずれか１項に記載
の組成物。
〔５〕粒子状無機鉱物が、炭酸カルシウム、例えば沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）である
、前記〔１〕から〔４〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔６〕粒子状無機鉱物が、方解石である、前記〔１〕から〔５〕のいずれか１項に記載の
組成物。
〔７〕粒子状無機鉱物が、サンゴ砂ではなく、及び／又はサンゴ砂に由来しない、前記〔
１〕から〔６〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔８〕粒子状無機鉱物が、合成であり、例えば、合成炭酸カルシウム（例えばＰＣＣ）、
合成タルク、合成雲母、合成ゼオライト又はそれらの組み合わせである、前記〔１〕から
〔７〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔９〕粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも約９０％が、５μｍより小さい、前記〔１〕か
ら〔８〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔１０〕粒子状無機鉱物の粒子の少なくとも約５０％が、２μｍより小さい、前記〔１〕
から〔９〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔１１〕水性スラリーである、前記〔１〕から〔１０〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔１２〕水性スラリーが、少なくとも約５０質量％、例えば少なくとも約６０質量％の固
形分含量を有する、前記〔１１〕に記載の組成物。
〔１３〕水性スラリーが、約１２００ｍＰａ．秒以下のブルックフィールド粘度を有する
、前記〔１１〕又は〔１２〕に記載の組成物。
〔１４〕抗菌性金属が、銀、コバルト、ニッケル、銅、鉄、水銀、鉛、亜鉛、ジルコニウ
ム、モリブデン、ビスマス、金、アルミニウム、マグネシウム、ニオブ、ケイ素、タンタ
ル、ハフニウム、ランタン、タングステン、カルシウム、チタン、バナジウム、セリウム
、ストロンチウム、スズ、リチウム及びそれらの組み合わせからなる群から選択され、例
えば抗菌性金属が銀である、前記〔１〕から〔１３〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔１５〕抗菌性金属が、粒子状無機鉱物の約０．１質量％～約１０質量％、例えば０．２
質量％～約５質量％の範囲の量で組成物中に存在する、前記〔１〕から〔１４〕のいずれ
か１項に記載の組成物。
〔１６〕抗菌性金属が、粒子状無機鉱物に化学的に結合している、前記〔１〕から〔１７
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〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔１７〕粒子状無機鉱物が、アルカリ土類金属炭酸塩であり、又はそれを含み、抗菌性金
属が、粒子状無機鉱物に結合して抗菌性金属炭酸塩を形成している、前記〔１６〕に記載
の組成物。
〔１８〕粒子状無機鉱物が、タルク、雲母もしくはゼオライトの１つもしくは複数であり
、又はそれを含み、抗菌性金属が、粒子状無機鉱物に結合して抗菌性金属ケイ酸塩を形成
している、前記〔１６〕に記載の組成物。
〔１９〕抗菌性金属が、粒子状無機鉱物に物理的に結合している、前記〔１〕から〔１８
〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔２０〕抗菌性金属が、ファンデルワールス力、ロンドン分散力、双極子－双極子相互作
用、水素結合及びデバイ力（誘起双極子）の１つ又は複数により、粒子状無機鉱物に物理
的に結合している、前記〔１９〕に記載の組成物。
〔２１〕抗菌性金属が、粒子状無機鉱物の粒子全体に分散している、例えば全体に均等に
分散している、前記〔１〕から〔２０〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔２２〕抗菌性金属が、粒子状無機鉱物の粒子の核に位置している、前記〔１〕から〔２
１〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔２３〕１種又は複数の微生物に対する毒性効果を有する、前記〔１〕から〔２２〕のい
ずれか１項に記載の組成物。
〔２４〕殺生物剤を実質的に有さない、例えば有さない、前記〔１〕から〔２３〕のいず
れか１項に記載の組成物。
〔２５〕微生物を実質的に有さない、例えば有さない、前記〔１〕から〔２４〕のいずれ
か１項に記載の組成物。
〔２６〕粒子状無機鉱物及び抗菌性金属を組み合わせる工程を含む、前記〔１〕から〔２
５〕のいずれか１項に記載の組成物を作製する方法。
〔２７〕粒子状無機鉱物が、合成粒子状無機鉱物であり、抗菌性金属が、合成粒子状無機
鉱物の調製中に、粒子状無機鉱物と組み合わせられる、前記〔２６〕に記載の方法。
〔２８〕抗菌性金属が、金属塩の形態である、前記〔２６〕又は〔２７〕に記載の方法。
〔２９〕抗菌性金属が、金属ハロゲン化物、例えば金属塩化物又は金属硝酸塩の形態であ
る、前記〔２６〕から〔２８〕のいずれか１項に記載の方法。
〔３０〕抗菌性金属の存在下で、沈降炭酸カルシウム（ＰＣＣ）を調製する工程を含む、
前記〔１〕から〔２５〕のいずれか１項に記載の組成物を作製する方法。
〔３１〕抗菌性金属が金属塩である、前記〔３０〕に記載の方法。
〔３２〕抗菌性金属が、金属ハロゲン化物、例えば金属塩化物又は金属硝酸塩である、前
記〔３０〕又は〔３１〕に記載の方法。
〔３３〕抗菌性金属塩（例えば抗菌性金属ハロゲン化物）の存在下で、消石灰と二酸化炭
素気体を反応させる工程を含む、前記〔３０〕から〔３２〕のいずれか１項に記載の方法
。
〔３４〕１種又は複数の微生物の成長を阻害する、又は１種又は複数の微生物の数を減少
させる、又はそれを実質的に排除する、例えば排除する、前記〔１〕から〔２５〕のいず
れか１項に記載の組成物の使用。
〔３５〕ポリマー性結合剤及び前記〔１〕から〔２５〕のいずれか１項に記載の組成物を
含む、コーティング組成物。
〔３６〕ポリマー性結合剤を含むコーティング組成物における、前記〔１〕から〔２５〕
、及び〔３５〕のいずれか１項に記載の組成物の使用。
〔３７〕コーティング組成物が適用されている／適用されることが意図される基材におい
て、及び／又はコーティング組成物中で、及び／又はコーティング組成物上で、コーティ
ング組成物が、１種又は複数の微生物の成長を阻害する、前記〔３６〕に記載の使用。
〔３８〕液体から１種又は複数の微生物を実質的に除去する、例えば除去する、前記〔１
〕から〔２５〕、及び〔３５〕のいずれか１項に記載の組成物の使用。
〔３９〕液体が水である、前記〔３８〕に記載の使用。
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〔４０〕１種又は複数の微生物が、動物、例えばヒトの消費に適させるために水から除去
される、前記〔３９〕に記載の使用。
〔４１〕ポリマー添加剤としての、前記〔１〕から〔２５〕、及び〔３５〕のいずれか１
項に記載の組成物の使用。
〔４２〕ポリマー、ならびに前記〔１〕から〔２５〕、及び〔３５〕のいずれか１項に記
載の組成物を含む、ポリマー物品。
〔４３〕動物飼料における、前記〔１〕から〔２５〕、及び〔３５〕のいずれか１項に記
載の組成物の使用。
〔４４〕前記〔１〕から〔２５〕、及び〔３５〕のいずれか１項に記載の組成物を含む、
動物飼料。
〔４５〕基材の表面領域に包埋して、又は基材の表面に付着させて、表面鉱化した基材を
形成するための、前記〔１〕から〔２５〕、及び〔３５〕のいずれか１項に記載の組成物
の使用。
〔４６〕表面鉱化した基材であって、基材の表面領域に包埋されており、及び／又は基材
の表面に付着している、前記〔１〕から〔２５〕、及び〔３５〕のいずれか１項に記載の
組成物を含む、基材。
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